
市の花／つつじ 

3.1
2010.No.935

　五条川にはセグロセキレイとキセキレイが
よく見られる。セグロセキレイは１月下旬ご
ろからさえずりはじめる。川原や樹上、とき
には電線などにもとまってピチピチ、ピイヨ、
ピチピチ、ピイヨ、チイ、チイ、チイ、チチ、
チチ、ピイヨ、ピイヨとさえずっている。 
　昆虫類を主食とし、好んでカワゲラ、トビ
ゲラ、ガガンボなどの幼虫、成虫などをつい
ばむ。地上や樹上ではキセキレイと同じよう
に長い尾を上下に振っている。飛ぶ時には

ジェージェーと鳴く。体はキセキレイよりも
大きく、顔は白色部が少なく、目先、耳羽、
目の後方は黒色、頭上以下体の上面は濃い黒
色で冬もほとんど変化がない。飛ぶ時は翼を
ひろげると白がよく目立ち美しい。なわばり
性が強く、同じセキレイでも近づくと追いは
らう。白と黒だけの色彩でも飛ぶ姿は美しく
しゃれた感じである。 

絵・文　日本画家　大野幹彦 

【２０１０岩倉の花鳥～背黒鶺鴒】 
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広報いわくら　2010年3月1日号　No.935

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

▲１月２６日、人の駅いわくらで

第１回岩倉市内NPO団体情報

交換会が行われました。 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

２９ ポルトガル語情報コーナー 
Departamento de Informações

岩倉市職員の給与状況を公 
表します １０ 

３１ フォトニュース 

３０ ちょこっとeco

ふれあい給食会、「文化財防火デー」 
防火訓練、第４回公共施設見学「ぐ 
るっと岩倉＋α」 

８０２０運動 

１８ 健康講座 

地域の力を結集して 
今、地震がおきたら！！ 

手作りコンポスト 

３０ 知っておきたい防災知識 

早寝・早起き・元気っこ 

１９ 保健師すこやか日誌 市政の窓 １４ 
 

…１４ 

 

 

…１４ 

…１５ 

…１６ 

…１６ 

…１７ 

…１７ 

…１７ 

乳がん・子宮がん無料検診はお済み 

ですか 

麻しん風しん混合第２期・第３期・第 

４期、二種混合（ジフテリア・破傷風） 

の予防接種はお済みですか 

守ってくださいごみ出しルール 

防災ほっとメールに登録を 

携帯電話からの１１９番通報の心掛け 

上級救命講習会を開催します 

教育相談 

クリーンアップ五条川２０１０ 

暮らしのガイド ２０ 

妊婦歯科健康診査 
春休み親子クッキング 
昭和５０年から５２年に生まれた人のポリ 
オ追加接種　ほか 

募集 ２２ 
放課後子ども教室指導員 
訪問調査員（保健師・看護師・介護支援 
専門員）パート職員 
児童館いわくらジュニアサイエンスクラ 
ブ平成２２年度会員　ほか 

みどりの家からのお知らせ 
アマチュア無線局「ＪＲ２ＴＲＣ」開局３５ 
周年記念展 
岩倉市郷土研究会公開講演会「城下町 
名古屋の建設と周辺地域」 
児童館行事映画会　ほか 

催し ２０ 

健康 ２５ 

尾張市町交通災害共済平成２２年度の 
加入手続きが始まりました 
自殺のサインに気づいたら、一人で悩 
まず相談を 
昨年の交通事故状況　ほか 

相談・その他 ２６ 

一宮職業訓練センター講座 
講座・教室 ２４ 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま
ち
で
す 

３ 
特集  
岩倉街道ぶらぶら歩き　後編 
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大正時代の本町 

後 編  



平成22年3月1日 4

ひ
 

あ
た
 

た
け
み
つ
 

し
の
 

こ
け
ら
 

み
の
す
け
 

ち
ょ
う
ち
ん
 

に
ぎ
 

                 　
暮
れ
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
尾
張
野
は

思
わ
ぬ
銀
世
界
と
な
っ
た
。
そ
の
雪
の
中
、

岩
倉
の
総
社
、
神
明
大
一
社
に
初
詣
。
昭

和
１３
年
生
ま
れ
の
年
男
、
私
の
願
い
ご
と

も
多
い
。
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
桜
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
と
夏
の
祇
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
・
天
王
祭
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
の
き
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
広
場
に
揃
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
指
定
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
３
台
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
車
は
豪
華
だ
。
 

　
新
溝
神
社
、
生
田
神
社
、
神
明
大
一
社

を
発
ち
、
岩
倉
街
道
を
曳
か
れ
、
こ
の
広

場
に
集
ま
る
山
車
ま
つ
り
は
、
岩
倉
市
民

の
誇
り
で
も
あ
る
。
当
時
あ
っ
た
造
り
酒

屋
さ
ん
と
向
か
い
側
の
洋
風
建
物
は
立
派

で
岩
倉
街
道
の
一
つ
の
風
物
だ
っ
た
。
広

大
な
敷
地
は
酒
造
業
の
盛
況
時
を
偲
ば
せ

た
。
 

 　
岩
倉
街
道
は
光
昭
寺
門
前
を
左
折
、
西

に
向
か
う
が
、
こ
の
東
辺
り
に
開
栄
座
と

い
う
明
治
か
ら
終
戦
の
こ
ろ
ま
で
、
岩
倉

で
唯
一
の
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
。
開
栄
座

は
尾
北
地
方
で
一
番
古
い
劇
場
で
、
犬
山

真
栄
座
と
と
も
に
楽
し
め
る
娯
楽
施
設
だ

っ
た
。
戦
争
が
激
し
く
な
る
前
、
昭
和
１８

年
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
祖
母
に
連
れ
ら
れ
芝

居
見
物
に
い
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
ゴ
ザ
敷

き
の
客
席
最
前
列
で
、
舞
台
で
立
ち
回
る

役
者
の
竹
光
の
銀
紙
が
は
が
れ
、
ヒ
ラ
ヒ

ラ
す
る
シ
ー
ン
が
思
い
出
さ
れ
る
。
柿
落

と
し
に
は
当
時
の
人
気
役
者「
坂
東
蓑
助
」

が
来
演
す
る
ほ
ど
で
、
定
員
７
０
０
人
の

大
劇
場
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
尾
崎
行

雄
」「
大
山
郁
夫
」
な
ど
政
治
家
の
政
談
演

説
会
に
、
ド
サ
回
り
の
劇
団
や
活
動
写
真

に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は

民
家
が
建
ち
並
び
、
往
時
を
伝
え
る
も
の

は
な
い
。
 

 　
岩
倉
街
道
は
光
昭
寺
門
前
を
西
に
続
く
。

提
灯
屋
さ
ん
、
布
団
屋
さ
ん
、
畳
屋
さ
ん

に
八
百
屋
さ
ん
と
商
店
も
続
い
て
、
地
元

は
も
ち
ろ
ん
近
郊
近
在
か
ら
の
買
物
客
で

賑
わ
っ
た
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
 

　
岩
倉
で
３
軒
あ
っ
た
銭
湯
も
、
今
で
は

す
べ
て
廃
業
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
 

雪の神明大一社 雪の神明大一社 

開栄座での芝居 

開栄座前 

u
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ひ
 

し
ょ
う
ぼ
う
じ
 

の
１
軒
が
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
と
思
う
が

―
。
明
治
２４
年
ご
ろ
、
１
人
２
厘
の
入
浴

料
で
男
女
混
浴
だ
っ
た
の
が
、
同
２７
年
に

は
５
厘
に
値
上
が
り
し
、
混
浴
も
禁
止
さ

れ
た
と
い
う
。
田
舎
育
ち
の
私
は
、
銭
湯

の
気
分
は
知
ら
な
い
が
、
当
時
の
人
た
ち

の
裸
の
付
き
合
い
の
雰
囲
気
が
わ
か
る
。
 

 　
思
い
出
を
胸
に
、
資
料
を
手
に
ぶ
ら
ぶ

ら
歩
き
は
続
く
。
 

　
本
町
上
郷
の
旧
東
海
銀
行
跡
を
右
折
、

こ
の
銀
行
が
岩
倉
駅
前
に
移
転
し
た
の
は
、

い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
か
。
風
格
あ
る
建
物
で

多
く
の
市
民
が
利
用
し
た
銀
行
だ
っ
た
。

移
転
の
後
、
確
か
ス
ー
パ
ー
が
営
業
し
、

隣
に
大
き
な

材
木
屋
さ
ん

が
あ
っ
た
と

思
う
が
。
 

　
や
が
て
、

證
法
寺
の
山

門
と
本
堂
が

見
え
る
。
わ

が
家
は
こ
の

證
法
寺
の
檀

家
。
蚊
の
い

な
い
寺
と
し

て
市
史
な
ど

に
書
か
れ
て

い
る
が
、
盆

の
１５
日
に
献

灯
さ
れ
る
傘

鉾
行
事
は
夏

の
風
物
詩
で

も
あ
る
。
 

　
夏
と
い
え

ば
、
街
道
沿

い
に
見
ら
れ

た
夕
涼
み
も

夏
の
風
物
詩
。

「
夕
涼
み
よ

く
ぞ
男
に
生

ま
れ
け
る
」
。

ク
ー
ラ
ー
が
普
及
し
た
昨
今
で
は
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
が
、
縁
台
を
中
心
に
集
ま
り
、

冷
え
た
麦
茶
を
す
す
り
、
ス
イ
カ
を
食
べ

な
が
ら
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
脇

を
、
夜
、
塾
の
帰
り
に
通
り
抜
け
た
思
い

出
が
あ
る
。
 

ぼ
こ
 

旧東海銀行 

證法寺の傘鉾行事 

u

か
さ
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新溝神社 新溝神社 

御山寺遺跡 御山寺遺跡 

と
ぎ
 

ご
ざ
ん
じ
 

　
冬
に
も
季
節
の
形
が
あ
る
。
そ
れ
は
修

行
僧
の
姿
だ
っ
た
。
厳
し
い
寒
気
の
中
、

素
足
に
わ
ら
草
履
の
寒
行
に
は
、
子
ど
も

心
に
も
同
情
し
そ
の
姿
に
は
も
の
悲
し
さ

を
覚
え
た
。
薬
売
り
の
人
も
街
道
で
見
か
 

け
た
。
沿
道
の
家
を
訪
ね
、
子
ど
も
た
ち

に
は
紙
風
船
を
渡
し
、
家
人
と
は
世
間
話

を
楽
し
ん
で
い
た
。
 

　
大
正
か
ら
昭
和
の
中
ご
ろ
ま
で
は
、
魚

介
類
、
竹
製
品
な
ど
の
行
商
人
、
ノ
コ
ギ

リ
の
目
立
て
、
包
丁
の
研
屋
、
ナ
ベ
・
カ

マ
・
コ
ウ
モ
リ
傘
の
修
理
人
な
ど
も
こ
の

街
道
を
往
来
し
て
い
た
。
 

 　
證
法
寺
を
過
ぎ
、
新
溝
神
社
へ
左
折
す

る
辺
り
に
は
風
格
の
あ
る
家
々
が
見
ら
れ

る
。
２
階
の
手
す
り
の
透
か
し
彫
り
に
趣

向
を
凝
ら
し
た
家
が
あ
り
、
岩
倉
独
特
の

街
道
風
情
が
残
っ
て
い
る
。
左
折
角
に
あ

っ
た
医
院
は
移
転
さ
れ
現
在
は
な
い
が
、

思
い
出
は
残
っ
て
い
る
。
昭
和
２０
年
５
月
、

私
の
弟
が
世
話
に
な
っ
た
こ
の
医
院
で
亡

く
な
っ
て
い
る
。
戦
時
中
の
こ
と
十
分
な

薬
も
な
く
、
わ
ず
か
４
年
の
短
い
生
命
を

終
え
て
い
る
。
父
親
は
戦
地
、
父
の
顔
も

知
ら
な
い
で
逝
っ
た
弟
。
祖
父
が
引
く
リ

ヤ
カ
ー
で
母
と
３
人
、
遺
体
を
引
き
取
り

に
行
っ
た
７
歳
の
こ
ろ
を
、
今
こ
こ
に
立

つ
と
思
い
出
す
。
祖
母
の
脇
で
、
直
立
不

動
の
姿
勢
で
軍
歌
を
唄
う
軍
国
男
児
だ
っ
 

た
。
 

　
新
溝
神
社
の
新
溝
古
墳
は「
い
わ
く
ら
」

の
原
点
。
神
社
拝
殿
前
で
は
深
々
と
頭
を

垂
れ
参
拝
。
岩
倉
街
道
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
の

安
全
を
祈
る
。
 

　
岩
倉
北
小
学
校
が
近
く
な
る
。
児
童
た

ち
の
元
気
な
声
が
す
る
。
昭
和
２０
年
４
月
、

岩
倉
国
民
学
校
に
入
学
し
た
私
は
、
石
仏

か
ら
こ
の
街
道
を

歩
い
た
。
わ
ら
草

履
で
の
通
学
だ
っ

た
が
、
わ
ら
草
履

は
水
に
弱
い
。
雨

で
も
降
る
と
歩
き

に
く
く
傷
み
や
す
い
。
途
中
で
壊
れ
た
草

履
を
捨
て
て
く
る
と
祖
父
に
叱
ら
れ
る
の

で
、
拾
っ
て
持
ち
帰
り
、
修
理
し
て
ま
た

履
い
た
。
物
を
大
切
に
す
る
心
を
教
え
ら

れ
た
思
い
が
す
る
。
 

 　
中
野
町
で
は
、
名
鉄
犬
山
線
を
渡
る
跨

線
橋
が
工
事
中
、
線
路
を
は
さ
ん
で
両
側

に
は
御
山
寺
遺
跡
と
し
て
工
事
前
の
平
成

１７
年
度
に
発
掘
調
査
が
さ
れ
て
い
る
。
岩

倉
城
と
同
時
代
の
大
溝
が
確
認
さ
れ
、
岩

倉
織
田
氏
の
町
づ
く
り
の
一
環
と
の
見
方

が
あ
り
興
味
が
あ
る
（
広
報
紙
平
成
１９
年

３
月
１
日
号
№
８
６
３
）
。
 

　
こ
の
中
野
町
も
、
明
治
初
期
に
は
新
溝

神
社
東
辺
り
か
ら
家
並
み
が
な
く
、
神
野
 

u

わら草履 わら草履 
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稲原寺 稲原寺 

ま
で
は
ナ
ワ
テ（
※
）に
な
っ
て
い
た
。
東

町
の
出
町
で
あ
る
中
野
に
は
、
先
人
が
詠

ん
だ
詩
が
あ
る
。
「
さ
び
し
さ
の
あ
る
か

中
野
の
夜
道
か
な
、
雨
ふ
り
し
ふ
き
狐
な

く
な
り
」
中
野
夜
雨
・
大
鐘
真
守
。
キ
ツ

ネ
が
棲
ん
で
い
た
過
ぎ
去
っ
た
時
代
―
。

現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

 　
中
野
町
を
通
り
過
ぎ
神
野
町
へ
入
る
。

現
在
の
国
道
１
５
５
号
線
近
く
ま
で
ナ
ワ

テ
が
あ
っ
た
。
中
学
生
こ
ろ
だ
っ
た
か
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
疲
れ
た
学
校
帰
り
、
西
の

伊
吹
山
に
陽
が
沈
む
美
し
い
夕
焼
け
に
心

な
ご
ん
だ
思
い
が
残
っ
て
い
る
。
秋
の
入

り
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
家
路
に
つ
く
子

ど
も
た
ち
の
姿
は
童
謡
の
よ
う
な
風
景
だ

っ
た
。
 

　
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
も
石
仏
ま
で
来
た
。
国

道
１
５
５
号
線
を
渡
り
、
小
川
を
越
え
る

と
石
仏
巡
査
駐
在
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
駐

在
所
南
か
ら
西
へ
リ
ヤ
カ
ー
が
通
れ
る
ほ

ど
の
小
道
が
あ
り
、
名
鉄
犬
山
線
の
踏
切

を
渡
る
と
小
さ
な
弘
法
堂
が
あ
る
。
辻
弘

法
の
横
に
お
地
蔵
さ
ん
が
祀
っ
て
あ
り
、

そ
の
台
座
（
明
和
９
年
・
１
７
７
２
）
に

「
左
・
一
宮
、
右
・
小
牧
」
と
記
さ
れ
、

西
国
を
指
す
古
い
石
柱
の
道
標
も
あ
る
。

現
在
は
近
く
の
稲
原
寺
門
前
に
移
さ
れ
て

い
る
が
、
小
道
と
踏
切
は
廃
止
さ
れ
、
そ

の
跡
は
残
っ
て
い
な
い
。
少
し
進
む
と
新

し
い
石
柱
が
あ
る
。「
南
無
子
安
観
音
」
西

１
０
０
㍍
に
稲
原
寺
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
る
。
 

　
稲
原
寺
に
は
“
石
の
仏
さ
ま
”
が
祀
ら

れ
、
石
仏
町
の
語
源
に
な
っ
て
い
る
寺
。
 

毎
年
３
月
第
１
日
曜
日
に
は
大
祭
が
行
わ

れ
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代
の
風
俗
を
現
す

多
く
の
人
形
が
展
示
さ
れ
る
。
表
情
豊
か

な
こ
れ
ら
の
人
形
は
、
農
作
物
の
豊
凶
を

占
う
た
め
に
作
ら
れ
た
。
文
字
を
読
め
な

か
っ
た
人
た
ち
に
伝
え
る
御
託
宣
人
形
で
、

年
１
回
の
展
示
は
楽
し
み
で
あ
る
。
今
年

は
３
月
７
日
に
行
わ
れ
る
。
 

　
昔
は
、
岩
倉
街
道
を
通
る
際
、
お
参
り

す
る
時
間
が
な
い
と
き
は
、
街
道
沿
い
の

石
柱
か
ら
本
堂
に
結
ば
れ
た
紅
白
の
ヒ
モ

に
触
れ
て
お
参
り
し
た
。
こ
う
す
る
と
、

本
堂
で
参
拝
す
る
の
と
同
じ
ご
利
益
が
得

ら
れ
た
と
い
う
。
 

　
こ
こ
か
ら
直
線
的
に
北
へ
続
く
街
道
は
、

名
神
高
速
道
路
の
下
を
通
り
抜
け
る
。
石

仏
町
の
中
心
は
八
剱
社
の
辺
り
で
、
当
時

は
人
力
車
が
常
駐
し
、
銀
行
な
ど
が
あ
っ

た
だ
け
に
、
今
で
も
大
き
な
邸
宅
が
多
い
。
 

 　
一
宮
市
境
ま
で
き
た
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
も

い
よ
い
よ
あ
と
わ
ず
か
。
岩
倉
街
道
の
北

入
口
は
北
部
保
育
園
舎
の
す
ぐ
南
辺
り
か

ら
用
水
ま
で
に
残
っ
て
い
た
Ｓ
字
形
の
道

は
、
現
在
で
は
わ
か
ら
な
い
。
 

　
保
育
園
の
南
西
角
に
は
、
五
条
川
改
修

工
事
事
務
所
が
あ
り
、
改
修
工
事
終
了
後

に
事
務
所
建
物
を
利
用
し
て
、
保
育
園
が

開
園
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
 

　
こ
の
先
は
、
一
宮
市
千
秋
町
を
通
り
、

江
南
市
へ
と
続
く
。
戦
国
時
代
の
歴
史
街

道
と
し
て
、
若
き
信
長
や
木
下
藤
吉
郎
、

蜂
須
賀
小
六
ら
が
駆
け
抜
け
た
道
で
も
あ

る
。
 

よ
 

と
う
げ
ん
じ
 

ご
た
く
せ
ん
 

ま
つ
 

え
す
 

※ナワテ（畷）…田の間の道、 
　　　　　　　まっすぐな長い道 

u
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御託宣人形 

あ
と
が
き
 

　
歴
史
の
風
に
吹
か
れ
て
、
岩
倉
街
道
ぶ

ら
ぶ
ら
歩
き
も
、
南
端
の
生
田
橋
か
ら
石

仏
町
と
一
宮
市
千
秋
町
境
ま
で
踏
破
で
き

た
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
で
多

く
の
こ
と
を
再
発
見
、
改
め
て
「
街
道
」

の
果
た
す
役
割
、
奥
深
さ
を
再
認
識
し

た
。
 

　
岩
倉
に
は
岩
倉
と
し
て
の
通
俗
郷
土
史

が
あ
る
。
幕
末
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）

の
激
動
期
、
筑
波
山
で
旗
揚
げ
し
て
、
中

山
道
鵜
沼
宿
を
通
っ
た
武
田
耕
雲
斎
が

岩
倉
に
滞
在
し
た
史
実
。
侠
客
・
国
定

忠
治
が
子
分
の
“
み
の
吉
”
“
辰
吉
”
の

二
人
を
連
れ
て
赤
城
山
か
ら
下
り
、
ひ
そ

か
に
岩
倉
の
貸
元
田
中
屋
に
草
鞋
を
脱

い
だ
。
武
田
耕
雲
斎
は
敦
賀
で
斬
刑
に
、

国
定
忠
治
も
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
１２

月
磔
刑
に
さ
れ
て
い
る
。
 

　
全
国
的
な
騒
乱
期
、
１５
年
の
差
で
逝

っ
た
時
の
人
と
も
い
う
べ
き
二
人
が
岩

倉
に
来
て
い
た
こ
と
を
知
り
び
っ
く
り
。

真
偽
は
別
と
し
て
も
興
味
が
湧
い
て
く

る
。
 

　
人
の
心
と
物
、
情
報
と
時
を
繋
い
だ
岩

倉
街
道
の
中
心
と
な
っ
た
岩
倉
の
街
は
、

そ
れ
ら
す
べ
て
の
役
目
を
担
う
街
で
あ

っ
た
。
 

　
戦
国
時
代
に
は
武
将
た
ち
の
戦
道
。
名

古
屋
城
が
築
か
れ
た
あ
と
、
家
老
の
成
瀬

氏
（
犬
山
城
主
）
の
登
城
道
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。
尾
張
野
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
な

ど
市
場
に
運
ぶ
運
搬
の
道
、
行
商
、
僧
侶

や
旅
人
な
ど
が
往
来
す
る
暮
ら
し
の
道
、

尾
張
五
社
初
詣
な
ど
信
仰
の
道
、
先
の
戦

時
中
で
は
、
軍
隊
の
行
軍
の
道
に
も
な
っ

て
い
る
。
 

　
あ
る
時
代
に
は
、
街
道
沿
い
で
夏
場
に

縁
台
を
置
い
て
夕
涼
み
を
す
る
人
、
銭
湯

に
行
く
人
た
ち
の
庶
民
の
道
で
も
あ
っ

た
。
 

　
学
者
や
研
究
者
で
も
な
い
私
の
岩
倉

街
道
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
は
、
貴
重
な
体
験
だ

っ
た
。
諸
先
輩
の
書
き
残
さ
れ
た
書
物
な

ど
資
料
を
手
に
、
明
治
末
か
ら
大
正
時
代

を
経
て
昭
和
２０
年
ご
ろ
ま
で
を
参
考
に
、

そ
れ
以
降
は
自
分
の
記
憶
を
も
と
に
、
現

実
と
比
べ
て
の
取
材
。
勘
違
い
や
誤
り
も

多
く
あ
る
と
思
う
が
、
ご
教
示
と
ご
容
赦

を
賜
り
た
い
。
ご
愛
読
に
感
謝
。
 

 参
考
引
用
文
献
：
岩
倉
町
史
、
岩
倉
市
史
、

尾
張
野
風
物
詩
（
中
村
阿
岐
雄
　
著
）
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
岩
倉
写
真
集
な
ど
 

き
ょ
う
か
く
 

わ
ら

じ
 

ざ
ん
け
い
 

た
っ
け
い
 

つ
な
 

い
く
さ
み
ち
 

岩倉市文化財保護委員長 
中　山　春　義 
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※「平均給料月額」とは、平成２１年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの
諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。 
また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の
手当を含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。 

　岩倉市職員の給与は、地方公務員法、その他の法律の規定に基づき市条例で定められています。さらに、市
議会で給与条例、予算の審議を通じて公にされていますが、市民の皆さんにご理解を深めていただくためその
概要を公表します。なお、今回の公表内容は、公営企業（水道事業）会計を除いたものです。また、職員の給
与状況の詳細は、岩倉市ホームページに３月下旬に掲載する予定です。 
●問合先　秘書課秘書人事グループ（☎３８－５８０１）まで。 

岩倉市職員の給与状況を公表します 岩倉市職員の給与状況を公表します 岩倉市職員の給与状況を公表します 

１  総括 
（１） 人件費の状況（普通会計決算） 

（１）  職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成２１年４月１日現在） 

②技能労務職 

①一般行政職 

（２） 職員給与費の状況（普通会計予算） 

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況 

※職員手当には退職手当を含みません。また、給与費は当初予算に計上された額です。 

区　分 

２０年度 ４５，９８３人 １３，３２３，５７７千円 ５５６，５２０千円 ２，９９０，４６０千円 ２６．１％ ２２．４％ 

２１年度 ３４６人 １，２６２，７３３千円 ２７５，８６０千円 ５３４，１５６千円 ５，９９１千円 ２，０７２，７４９千円 

住民基本台帳人口 
（平成２１年３月３１日現在） 

歳　出　額 
Ａ 

実質収支 人　件　費 
Ｂ 

人件費率 
Ｂ／Ａ 

平成１９年度の 
人件費率 

区　分 職員数 
Ａ 

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

岩倉市 

国 

４２．０８歳 

４１．０５歳 

３２７，２７８円 

３２５，５２１円 

４２６，０２５円 

－ 

３８３，５５１円 

３９１，７７０円 

岩倉市 

うち清掃職員 

うち学校給食員 

国 

４１．０５歳 

４７．０９歳 

３５．０７歳 

４９．０２歳 

２７３，８４１円 

３２８，６９２円 

２３３，１００円 

２８５，５４８円 

３１８，８１６円 

３９５，７９８円 

２６４，６２０円 

－ 

３１０，０１０円 

３７９，０６５円 

２５９，６９３円 

３２２，７３７円 

平均給与月額 
（国ベース） 

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 
（国ベース） 

給　　　　　与　　　　　費 

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ 

一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 
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（１）  期末手当・勤勉手当（平成２０年度） 

３　職員の手当の状況 

※技能労務職については、職種により初任給が異なるため平均額を記載してあります。 

（３）  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２１年４月１日現在） 

大学卒 

高校卒 

大学卒 

高校卒 

２８２，３４４円 

－ 

２５７，４１７円 

２６０，８００円 

３３４，１１２円 

２８６，９２５円 

－ 

X

３５８，２１４円 

－ 

X 

X

区　　　　分 経験年数１５年以上 
２０年未満 

経験年数１０年以上 
１５年未満 

経験年数２０年以上 
２５年未満 

（２）  職員の初任給の状況（平成２１年４月１日現在） 

※個人が特定される項目（X）については公表しません（２人以下の項目） 

※退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

一般行政職 

技能労務職 

一般行政職 

技能労務職 

大学卒 

短大卒 

高校卒 

高校卒 

１７８，８００円 

１５５，７００円 

１４４，５００円 

１５８，８２５円 

１７２，２００円 

１５２，８００円 

１４０，１００円 

－ 

１７２，２００円 

１５２，８００円 

１４０，１００円 

－ 

区　　　　分 岩倉市 県 国 

（２）  退職手当（平成２１年４月１日現在） 

国 岩　倉　市 

－ １人当たり平均支給額　　　　　　　　１，６４１千円 

（支給割合） 
　　　　　期末手当　　　　　勤勉手当 
　　　　　３．００月分　　　　　１．５０月分 
　　　　　（１．６０月分）　　　　（０．７５月分） 
（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

（支給割合） 
　　　　　期末手当　　　　　勤勉手当 
　　　　　３．００月分　　　　　１．５０月分 
　　　　　（１．６０月分）　　　　（０．７５月分） 
（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
・役職加算　　５～２０％ 

（加算措置の状況） 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
・役職加算　　５～２０％ 
・管理職加算　１０～２５％ 

国 岩　倉　市 

（支給率）　　　 自己都合　　　　　勧奨・定年 
勤続２０年　　　　２３．５０月分　　　　３０．５５月分 
勤続２５年　　　　３３．５０月分　　　　４１．３４月分 
勤続３５年　　　　４７．５０月分　　　　５９．２８月分 
最高限度額　　　５９．２８月分　　　　５９．２８月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２％～６％加算） 
１人当たり平均支給額 
自己都合　　　　１５，６９４千円 
勧奨・定年　　　２５，７００千円 

（支給率）　　　 自己都合　　　　　勧奨・定年 
勤続２０年　　　　２３．５０月分　　　　３０．５５月分 
勤続２５年　　　　３３．５０月分　　　　４１．３４月分 
勤続３５年　　　　４７．５０月分　　　　５９．２８月分 
最高限度額　　　５９．２８月分　　　　５９．２８月分 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算） 
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（３）  地域手当（平成２１年４月１日現在） 

（６）  その他の手当（平成２１年４月１日現在） 

（５）  時間外勤務手当（平成２０年度） 

（４）  特殊勤務手当（平成２１年４月１日現在） 

支給率 

支給対象職員 

国の制度（支給率） 

支　給　実　績（２０年度決算） 

８％ 

３５６人 

３％ 

１１３，８７７千円 

支給実績 

職員１人当たり平均支給年額 

４７，３２７千円 

１８９千円 

支給実績（２０年度決算） 

支給職員１人当たり平均支給年額（２０年度決算） 

職員全体に占める手当支給職員の割合（２０年度） 

手当の種類（手当数） 

３，１９９千円 

１６，１５６円 

５５．６２％ 

８ 

支給職員１人当たり平均支給年額 
（２０年度決算） 

３１９，８７８円 

手当の名称 

税務手当 

福祉手当 

防災手当 

夜間特殊業務手当 

手当名 内容および支給単価 
国の制度と 
異なる内容 

支給実績 
（２０年度決算） 

支給職員１人当たり 
平均支給年額 
（２０年度決算） 

扶養手当 ２１６，１４４円 ３３，７１８千円 同じ 

防疫作業手当 

行旅病死人等取扱手当 

自動車運転手当 

消防手当 

日額２００円 

月額３，０００円 

１回３００円 

１回４４０円 

１回３５０円 

１回６００円 行旅病人収容作業 

行旅死亡人等処理作業 

臨時にごみ運搬車を運転する業務 

消防吏員で消防救急等に関する業務（火災） 

消防吏員で消防救急等に関する業務（救急または救助） 

１回２，０００円 

日額２００円 

１回４００円 

１回２００円 

主な支給対象業務 支給単価 

庁外で行う市税の調査賦課並びに市税および税外収入の滞納
整理または滞納処分に関する業務 

社会福祉法第１５条第１項第２号に掲げる職員で同条第４項に規
定する現業業務 

風水害その他の災害が発生しまたは発生するおそれがある場合
において行う業務 

消防吏員のうち交替制勤務の職員が深夜において正規の勤務と
して行う業務 

感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律に
定める感染症のうち、一類感染症および二類感染症の病原体の付
着した物件または付着の危険がある物件の処理作業 

配偶者…１３，０００円 
配偶者以外の扶養親族１人につき　　　 
６，５００円 
配偶者がない場合 
　うち１人については　　　１１，０００円 
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末まで 
の子１人につき　　　　　 
５，０００円加算 
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４　特別職の報酬等の状況（平成２１年４月１日現在） 

※住居手当のうち自宅に係るものについては平成２１年１２月１日より廃止。 

手当名 

住居手当 

内容および支給単価 国の制度と 
異なる内容 

１自宅　　　　　　２，５００円 
ただし、新築・購入後５年３，５００円 
２借間・借家 
家賃等金額１２，０００円以下　無支給 
家賃等金額１２，０００円を超える場合 
　　　　　最高支給限度額　２７，０００円 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

１６，７５５千円 ９１，０５８円 

１７，４５８千円 通勤手当 

管理職手当 

管理職特別 
勤務手当 

休日勤務手当 

夜間勤務手当 

宿日直手当 ０千円 ０円 同じ 

４５，８３２千円 ５７２，９０５円 

５２３千円 １２，４５２円 

０千円 ０円 

５，１８２千円 １４３，９３７円 

７３，６６１円 

１交通機関等利用者 
運賃等の額５５，０００円以下　　実額 
　　　　　５５，０００円超　　　５５，０００円 

新築・購入後５年間 
　　　　２，５００円 

支給実績 
（２０年度決算） 

支給職員１人当 
たり平均支給年 
額（２０年度決算） 

２交通用具利用者 
通勤距離片道２km以上の距離区分に応じ 
て２０００円～２４，５００円 

休日等における正規の勤務時間中に勤務 
した職員に支給される手当 
（給料月額＋地域手当＋月額特勤手当）×１２ 
（一週間の勤務時間×５２）－（７．７５ｈ×１８日） 
　×１００分の１３５ 

（給料月額＋地域手当）×１２ 
一週間の勤務時間×５２ 
×１００分の１３５ 

管理または監督の地位にある職員に対する手当 
部長職　　７０，８００円 
課長職　　５４，０００円 
主幹職　　３９，７００円 

１公職選挙法の適用を受ける選挙に係る選挙実施 
当日の選挙事務および開票事務の手当 
部長職　　１０，０００円 
課長職　　  ８，０００円 
主幹職　　  ６，０００円 
２事務が３時間未満の場合 
上記１の金額の１００分の５０ 
３事務が６時間を越える場合 
上記１の金額の１００分の１５０ 

３交通機関と交通用具の利用者 
上記１、２の合計額　最高５５，０００円 

宿日直勤務を命ぜられた職員に支給される手当 
１回　　４，２００円 

（給料月額＋地域手当）×１２ 
一週間の勤務時間×５２ 
×１００分の２５ 

正規の勤務時間として深夜に勤務をした 
職員に支給される手当 
（給料月額＋地域手当＋月額特勤手当）×１２ 
（一週間の勤務時間×５２）－（７．７５ｈ×１８日） 
　×１００分の２５ 

（算定方式） 
退職日前１年間の給料月額の平均額×在職月数×０．４５ 
退職日前１年間の給料月額の平均額×在職月数×０．２７ 
※任期毎に支給 

５１２，０００円 
４６２，０００円 
４３１，０００円 

９８９，０００円 
８１６，０００円 

市　長 
副市長 
議　長 
副議長 
議　員 

市　長 
副市長 

（２０年度支給割合） 
（報酬月額＋（報酬月額×０．４５））×３．３５月分 

（２０年度支給割合） 
（給料月額＋（給料月額×０．４５））×３．３５月分 

区　　分 
給
料
 
報
酬
 
退
職
手
当
 

月　　額 期　末　手　当 
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
無
料
 

検
診
は
お
済
み
で
す
か
 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
第
２
期
 

・
第
３
期
・
第
４
期
、二
種
混
 

合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）の
 

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
 

      　
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
、
岩
倉
市
に
お
い

て
も
、
特
定
の
年
齢
の
人
に
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
９

月
中
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限

は
、
３
月
３１
日
ま
で
で
す
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
期
限
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
対
象
者
、
検
診
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
い
わ
く
ら
１
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

※
平
成
２１
年
６
月
３０
日
以
降
に
転
入
し

た
人
で
、
前
住
所
地
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
し
て
い
な
い
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル
ー
プ
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま

で
。
 

      麻
し
ん
風
し
ん
混
合
 

・
第
２
期
の
対
象
者
…
幼
稚
園
、
保
育
園

の
年
長
児
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成

１５
年
４
月
２
日
〜
平
成
１６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
 

・
第
３
期
の
対
象
者
…
中
学
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
８
年
４
月
２

日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
 

・
第
４
期
の
対
象
者
…
高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
（
平
成
３
年
４
月
２
日

〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
 

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

の
対
象
者
１１
歳
〜
１３
歳
未
満
の
人

（
小
学
校
６
年
生
を
対
象
）
 

　
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
３

月
３１
日
ま
で
に
次
の
医
療
機
関
で
接
種

を
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で

に
予
防
接
種
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
任
意

接
種
と
な
り
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
そ
の
他
　
対
象
の
人
で
通
知
の
届
い
て

い
な
い
人
、
通
知
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル
ー
プ（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま
で
。
 

麻しん風しん混合予防接種ができる医療機関（番号１～１３） 
二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種ができる医療機関（番号１～１４） 

番号 医　療　機　関　名 住　　　所 電話番号 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

有馬医院 

いとうクリニック 

岩倉東クリニック 

岩倉病院 

いわくら耳鼻咽喉科 

おしたにクリニック 

かみのクリニック 

寺澤内科小児科 

なかよしこどもクリニック 

丹羽外科内科 

ようてい中央クリニック 

ませきクリニック 

名草クリニック 

伊藤外科 

井上町４３０－１ 

東新町南江向２４－５ 

中本町葭原４ 

川井町北海戸１ 

西市町西市前３１－４ 

稲荷町高畑８ 

神野町平久田７０ 

栄町一丁目５ 

稲荷町高畑７５ 

新柳町一丁目４１ 

曽野町郷前１７ 

下本町下市場１３９ 

鈴井町下新田１４５ 

本町前田７８－８ 

３７－０１２３ 

３８－１１１２ 

６６－１２１０ 

３７－８１５５ 

６６－４５３３ 

３８－３５０１ 

３８－３８００ 

３７－２０１８ 

６６－１２２１ 

６６－３３６６ 

６６－５１３３ 

３７－０１７５ 

３７－１７００ 

６６－３８０１ 
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●
市
政
の
窓
●
 

      　
ご
み
は
、
収
集
日
の
午
前
８
時
３０
分
ま

で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
、
市
の

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
に
一
番
迷
惑
さ
れ

る
の
は
集
積
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
で
す
。
 

●
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
 

       　
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
は
、
料
理
く
ず

な
ど
の
生
ご
み
、
再
生
で
き
な
い
紙
く
ず
、

木
く
ず
な
ど
で
す
。
毎
週
２
回
、
市
の
南

部
地
域
は
月
・
木
曜
日
、北
部
地
域
は
火
・

金
曜
日
に
必
ず
市
の
指
定
袋
（
白
色
緑
文

字
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
や
紙
袋
に
入
れ
て
出
す
の
は
ル
ー
ル
違

反
で
す
。
 

●
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
 

　
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
は
、
ゴ
ム

類
、
革
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
で
す
。
毎
週
１
回
、
水
曜
日
に
必
ず

市
の
指
定
袋
（
透
明
赤
文
字
）
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
レ
ジ
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は

収
集
し
ま
せ
ん
。
 

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
、
ふ
た
、
カ
ッ
プ
、

ボ
ト
ル
、
ネ
ッ
ト
、
食
品
ト
レ
イ
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容

器
や
包
装
で
、
　
が
目
印
で
す
。
 

　
毎
週
１
回
、
市
の
南
部
地
域
は
木
曜
日
、

北
部
地
域（
東
新
町
（
岩
倉
団
地
）除
く
）

は
金
曜
日
、
東
新
町
（
岩
倉
団
地
）
は
水

曜
日
に
必
ず
市
の
指
定
袋（
青
色
黒
文
字
）

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
バ
ケ
ツ
や
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
商
品
そ
の
も
の
」
や
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
資
源
収
集
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
粗
大
ご
み
は
有
料
戸
別
収
集
 

       　
た
ん
す
、
机
、
い
す
、
自
転
車
な
ど
で
、

縦
、
横
ま
た
は
高
さ
の
い
ず
れ
か
一
辺
が

６０
㌢
㍍
以
上
の
も
の
が
粗
大
ご
み
で
す
。

セ
ッ
ト
扱
い
で
複
数
の
物
を
１
個
（
１
千

円
）
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
お
電
話
で
、
☎
６
６
‐
８
１
５
３
（
ハ

イ
ご
み
）
の
受
付
に
連
絡
し
、
収
集
の
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

●
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
 

       　
缶
類
・
び
ん
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

資
源
に
な
る
も
の
、
粗
大
ご
み
以
外
の
不

燃
物
（
埋
立
ご
み
、
小
型
ご
み
）
、
蛍
光

管
な
ど
は
各
地
区
毎
月
１
回
の
分
別
収
集

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
分
別
収
集
へ
 

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
が

収
集
車
に
混
入
し
て
車
両
火
災
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
使

い
切
っ
て
穴
を
あ
け
、
い
ず
れ
も
分
別
収

集
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
古
紙
や
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
 

　
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
雑
誌
類
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
製
容
器
な
ど
の
雑
が
み
や
古
紙
類
、

古
着
は
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

　
古
紙
は
、
①
新
聞
紙
と
折
込
チ
ラ
シ
②

ダ
ン
ボ
ー
ル
③
雑
誌
と
紙
製
容
器
な
ど
の

雑
が
み
に
分
け
て
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

　
古
着
は
、
洗
濯
を
し
て
よ
く
乾
か
し
、

汚
れ
た
り
、
濡
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
出

し
て
く
だ
さ
い
（
雨
の
日
に
は
、
透
明
な

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
）
。
 

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
次
の
５
か
所
で
回
収

し
、
所
定
の
枚
数
で
記
念
品
と
交
換
し
て

い
ま
す
。
 

・
回
収
場
所
…
市
役
所
（
市
民
窓
口
課
）
、

図
書
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
岩

倉
団
地
自
治
会
事
務
所
、
清
掃
事
務
所
 

　
増
え
続
け
る
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、

ま
た
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る
た

め
に
、
古
紙
類
を
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご

み
」
で
は
な
く
、
廃
品
回
収
や
分
別
収
集

に
「
資
源
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

         ●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
た
は
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

守
っ
て
く
だ
さ
い
ご
み
 

出
し
ル
ー
ル
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携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
 

通
報
の
心
掛
け
 

      　
市
内
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９

番
通
報
は
、
岩
倉
市
消
防
本
部
に
つ
な
が

り
ま
す
。
 

　
直
接
通
話
に
よ
り
災
害
へ
の
対
応
が
早

く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
岩
倉
市
の
境

界
付
近
で
は
電
波
の
状
況
に
よ
り
他
市
の

消
防
本
部
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
場
合
、
従
来
通
り
転
送
さ
れ
ま
す
。
 

携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
の

注
意
事
項
 

★
か
け
る
前
に
現
場
の
住
所
、
目
標
物
を

よ
く
確
認
す
る
。
 

★
落
ち
着
い
て
正
確
に
内
容
を
話
す
。
 

★
車
の
運
転
中
に
は
絶
対
に
通
報
し
な
い
。

必
ず
安
全
な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら
通
報

す
る
。
 

★
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

お
聞
き
し
ま
す
。
 

★
再
度
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

通
話
終
了
後
も
電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

※
な
お
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
消
防
署
消
防
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
７
‐
５
３
３
３
）
ま
で
。
 

　携帯電話は、有効な情報伝達ツールに
なりました。 
　このことから、岩倉市では、平成１８年
６月１日から防災ほっとメールを開始し
ています。 
　内容は、携帯電話のメールアドレスを
登録していただいた皆さんに対して情報
をメールで配信します。また、携帯電話
で検索ができ、情報を入手できます。 
　携帯電話のメールアドレスを登録され
る人は、ＱＲコードまたはアドレスを直
接入力してサイトに接続し、右図を参照
して、登録してください。なお、今まで
に登録をしていただいている人で携帯電
話会社を替えられた場合は、新たにアド
レスの登録をお願いします。 

★情報の種類 
①災害時緊急メール（登録が必要）…携帯電話のメールアドレスを登録することで、情報をメールで受
け取ることができます。（例）地震の情報等 
②災害時緊急情報…災害情報などをリアルタイムで閲覧することができます。（例）各種警報発令時 
③避難場所検索…避難場所の開設状況や避難施設の所在、連絡先、地図を見ることができます。 
④休日・夜間診療所情報…休日・夜間に治療可能な医療機関の情報を見ることができ、電話番号には、
リンクが貼られ、ワンプッシュでかけることができます。 
●問合先　消防本部総務課総務グループ（☎３７－５３３３内線２２２）まで。 

防災ほっとメールに登録を 
携帯電話への情報発信 

①トップページにアクセスし 
て緊急メールを選択 

②登録・変更・解除を選択 

※ＵＲＬ付きメールの受信拒否をしている人は受信でき 
る設定に変更してください。 

災害時、市からの災害
情報や緊急情報を発信
します。 
◇緊急メール 
◇災害時緊急情報 
◇避難所情報 

岩倉市 
［防災ほっとメール］ 

※迷惑メール対策をされ
ている方は、ドメイン 
〔anshin-bousai.net〕
を許可してください。 
登録・変更・解除 
過去送信メール閲覧 

緊急メール 

③仮登録ページで登録を選択 

愛知県岩倉市からの緊急
メール 
 
正しくメールが受信でき
るか確認するために、以
下のリンクから空メール
を送信してください。 
 
》新規登録・登録内容の
変更・解除 

④何も入力せずにメール
をそのまま送信 

⑤
登
録
方
法
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
１
日
以
内
に
登
録
 

⑥
登
録
完
了
の
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
完
了
 

・・・・・・・・ 

・・・・ 
・・・ 

・・・・・ ・・・・・ 

「防災ほっとメール」アドレス 
http://www.anshin-bousai.net/iwakura/ 
QRコード 

●
市
政
の
窓
●
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●
市
政
の
窓
●
 

      　
消
防
署
で
は
、
次
の
と
お
り
に
上
級
救

命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
上
級
救
命

講
習
は
、
８
歳
以
上
に
対
す
る
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
を
含
め

た
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
小
児
・
乳
児
・
新

生
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
熱
傷
の
手
当
、
止

血
法
や
搬
送
法
な
ど
の
講
習
で
す
。
 

　
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
身
近
に
い
る
人
が
適
切
な

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
講
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
を
毎
月
９
日（
３

月
と
９
月
は
除
く
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
普
通
救
命
講
習
は
８
歳
以
上
に
対
す

る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
の

講
習
で
す
。
 

　
な
お
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
２
年
か
ら
３
年
間
隔
で
の
定
期
的

な
再
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

上
級
救
命
講
習
会
 

●
と
き
　
３
月
９
日
（火）
午
前
９
時
〜
 

※
８
時
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
。
 

●
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
大
会
議
室
 

●
申
込
方
法
　
消
防
署
で
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

●
指
導
員
　
救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員
 

●
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
‐
５
３
３

３
）
ま
で
。
 

      　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を
持
つ
保
護

者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
 

●
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く
す
の

き
の
家
適
応
指
導
教
室
お
お
く
す
相
談
室

（
中
本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

●
相
談
員
　
 

・
火
曜
日
…
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適
応
指

導
教
室
長
）
 

・
木
曜
日
…
ハ
ー
ブ
の
会
相
談
員
（
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

●
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３
８
‐

０
３
０
０
）
ま
で
。
 

上
級
救
命
講
習
会
を
開
 

催
し
ま
す
 

教
育
相
談
 

や
ま
だ
か
ず
ゆ
き
 

　岩倉のシンボルといえば五条川と桜並木。暮らし
に潤いを与えてくれる市民共通の財産です。一時期
多く見られた大型のごみは減りましたが、まだまだ
ポイ捨てごみの空き缶、空きビン、ときには自転車
やバイクなども見受けられます。 
　岩倉の水辺を守る会は、今年で２５回目となるク
リーンアップ五条川（河川清掃）への参加を呼びか
けています。桜のシーズンに先がけ、私たちの五条
川をみんなできれいにしましょう。皆さんの参加を
お待ちしています。 
●とき　３月１３日（土）（雨天の場合は２０日（土）に順延） 
●集合場所・時間　　お祭り広場（セレモニー会場）午前９時３０分～ 
　　　　　　　　　　曽野休憩所（南会場） 
　　　　　　　　　　東町休憩所（中会場） 
　　　　　　　　　　石仏休憩所（北会場） 
　　　　　　　　　　※お近くの会場へお越しください。 
●昼　食　終了後に青空昼食会（五目ご飯・豚汁）を予定しています。 
●お願い　当日の作業用軍手を各自ご持参ください。 
●問合先　奥田米穀店（☎３７－０７２３）または環境保全課環境グループ（☎３８－５８０８）まで。 

クリーンアップ五条川２０１０ 
みんなの五条川をきれいに 

の３会場は午前１０時～ ） 
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8
0
2
0
運
動
 

尾
北
歯
科
医
師
会
　
　
浜
島
　
　
悟
 

                 　
皆
さ
ん
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
〝
８０
歳
に
な
っ
て

も
２０
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
〞
と

い
う
運
動
で
す
。
智
歯
（
親
知
ら
ず
）

を
除
く
２８
本
の
歯
の
う
ち
２０
本
以
上
の

自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食

物
を
噛
み
く
だ
き
、
美
味
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
す
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
、
残
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
？
　
そ
れ
に
は
、
逆
に
、
ど

の
よ
う
に
し
て
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
の

か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
最
大
の
原
因
は
、

歯
周
病
で
、
今
や
日
本
人
の
８
割
が
罹

患
す
る
生
活
習
慣
病
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
歯
周
病
は
、
口
腔
内
の
歯
周
病
原
性

細
菌
（
歯
周
病
を
引
き
起
こ
す
細
菌
）

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で
す
。

す
な
わ
ち
、
細
菌
の
攻
撃
に
対
す
る
私

た
ち
の
免
疫
力
が
低
か
っ
た
り
、
細
菌

の
活
動
性
が
免
疫
力
よ
り
強
か
っ
た
り

す
る
と
、
歯
周
病
は
進
行
し
て
、
歯
肉

や
歯
槽
骨
（
歯
の
周
り
で
歯
を
支
え
て

い
る
顎
の
骨
）
な
ど
の
歯
周
組
織
を
破

壊
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
症
状
は
、
歯
肉
の
炎
症
に
加
え
て
口
臭
、

排
膿
、
歯
の
揺
れ
、
歯
肉
の
腫
れ
と
い

っ
た
症
状
が
顕
著
に
現
れ
て
き
ま
す
。

重
度
に
進
行
し
た
場
合
、
歯
槽
骨
が
破

壊
さ
れ
て
な
く
な
り
、
歯
の
揺
れ
や
排
膿
、

腫
れ
、
疼
痛
な
ど
が
激
し
く
、
物
を
噛

め
な
く
な
っ
た
り
、
抜
歯
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

　
こ
の
歯
周
病
は
、
歯
周
病
原
性
細
菌

が
原
因
と
な
る
ほ
か
に
、
ス
ト
レ
ス
や

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
環
境
的
な
要
素
や
歯

周
病
原
菌
に
対
す
る
抵
抗
性
な
ど
遺
伝

的
な
要
素
も
病
状
進
行
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
歯
周
病
原
性
細
菌
は
、
歯
周

病
や
肺
炎
を
起
こ
す
ば
か
り
で
は
な
く
、

心
血
管
系
疾
患
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

菌
の
持
つ
内
毒
素
が
、
血
管
を
刺
激
し

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
脈
硬
化
症
や

冠
動
脈
心
疾
患
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
あ
る
の
で
す
。
最
近
で
は
、
糖

尿
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
低
体
重
児
出

産
の
影
響
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
歯
周
病
に
対
し
て
最
も
大
切
な
こ
と

は
予
防
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
決
し

て
中
高
年
層
の
病
気
で
は
な
く
、
若
い

う
ち
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。
歯
周

病
は
別
名
「S

ile
n
t 
D
ise
a
se

（
サ

イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
）
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
徐
々

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
歯
周
病
が
誘
発
す
る
病
気
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
症

状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
、
最
低
で
も

半
年
に
１
回
は
歯
科
医
院
で
歯
周
病
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。
 

　
早
期
か
ら
の
歯
周
病
予
防
を
心
が
け

８
０
２
０
を
達
成
し
、
関
連
す
る
全
身

疾
患
の
予
防
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。
 

 

り 

か
ん 

し 

そ
う 

こ
つ 

あ
ご 

は
い
の
う 

と
う
つ
う 

は
ち 

ま
る 

に
い 

ま
る 
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早寝・早起き・元気っこ 

          　
最
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
夜
１０
時
以
降

に
寝
る
幼
児
（
１
〜
３
歳
）
の
割
合
が
５０
㌫

を
超
え
て
い
ま
す
。
２
歳
児
に
お
い
て
は
約

６０
㌫
が
夜
１０
時
以
降
に
寝
て
い
る
と
い
う
結

果
で
す
。
子
ど
も
の
睡
眠
時
間
の
目
安
は
、

１
歳
児
で
１１
〜
１３
時
間
、
１
歳
半
〜
３
歳
児

で
１２
時
間
、
４
〜
５
歳
児
で
は
１０
時
間
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
不
足
に
よ
っ
て
、
自

律
神
経
が
不
安
定
に
な
り
、
心
身
と
も
に
調

和
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
で
、
よ
い
睡
眠
を
と
り
、
心
身

と
も
に
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 

具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
 

★
早
起
き
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
 

　
夜
更
か
し
を
し
て
、
朝
起
き
る
の
が
遅
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、
ま
ず
は
１０
分
〜
３０

分
早
起
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
起
床
は
五
感
を
刺
激
し
て
 

　
朝
ご
は
ん
の
お
い
し
い
に
お
い
、
頬
を
な

で
る
風
、
顔
を
洗
う
水
の
冷
た
さ
、
テ
レ
ビ

の
音
や
、
両
親
の
会
話
な
ど
。
時
間
が
あ
れ

ば
、
子
ど
も
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
う
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

★
昼
間
は
し
っ
か
り
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
 

　
し
っ
か
り
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
夜
間
の

メ
ラ
ト
ニ
ン
（
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
を

増
加
さ
せ
、
眠
り
を
容
易
に
し
て
く
れ
ま
す
。
 

★
お
昼
寝
は
午
後
３
時
ま
で
に
起
こ
し
ま
し

ょ
う
 

　
お
昼
寝
を
遅
く
ま
で
し
て
し
ま
う
と
、
夜

寝
る
の
が
遅
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
午
後
３
時
に
な
っ
た
ら
起
き

て
「
お
や
つ
」
の
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

★
朝
の
光
を
あ
び
て
、
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ

ト
！
 

　
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
、
朝
の
光
を
あ
び
ま

し
ょ
う
。
可
能
な
ら
窓
も
開
け
ま
し
ょ
う
。
 

       ★
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
 

　
朝
は
体
温
が
低
い
状
態
な
の
で
、
昼
間
行

動
す
る
た
め
に
朝
起
き
た
ら
一
気
に
体
温
を

上
げ
る
た
め
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

★
や
さ
し
く
夜
の
眠
り
に
…
 

　
夕
方
以
降
は
、
ス
ー
パ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
強
い
光
が
あ
ふ
れ
る
場
所
に
行
く
の
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
決
ま
っ
た
時
間
に
夕
食
を
食

べ
、
そ
の
後
は
だ
ん
だ
ん
子
ど
も
を
お
や
す

み
モ
ー
ド
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ

は
午
後
８
時
ま
で
と
決
め
た
り
、
興
奮
す
る

よ
う
な
遊
び
は
や
め
て
、
静
か
に
本
を
読
ん

だ
り
す
る
の
も
よ
い
で
す
よ
。
 

 　
早
寝
早
起
き
は
、
幼
児
だ
け
で
な
く
、
小

中
学
生
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
生
活
リ

ズ
ム
を
今
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
問
合
先
　
健
康
課
指
導
グ
ル
ー
プ
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
ま
で
。
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催し  
        ●

み
ど
り
の
家
か
ら
の
お

知
ら
せ
 

  ふ
れ
あ
い
交
流
会
　
 

〜
『
キ
ッ
ズ
遊
び
隊
』
と
遊
ぼ

う
！
〜
 

　
愛
知
文
教
女
子
短
期
大
学
幼

児
教
育
学
科
の
皆
さ
ん
に
よ
る

楽
し
い
遊
び
の
ひ
と
と
き
。
大

型
絵
本
読
み
き
か
せ
・
手
遊

び
・
歌
遊
び
な
ど
。
小
さ
い
お

子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ
ん
で

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！
 

▼
と
き
　
３
月
７
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
お
手
伝
い
　
児
玉
た
ま
み
、

国
籐
ま
り
こ
 

 ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

〜
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ

・
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
 

　
あ
る
偶
然
の
縁
で
、
こ
れ
ま

で
別
々
に
演
奏
活
動
し
て
い
た

人
同
士
が
意
気
投
合
し
４
年
目

に
入
り
ま
し
た
演
奏
グ
ル
ー
プ

『
遊
、
友
、
裕
』
の
出
演
で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２１
日
（日）   
（祝）
午
後

２
時
〜
 

▼
曲
目
　
春
の
歌
（
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
）
、
ひ
な
祭
り
（
河

村
光
陽
）
、
ノ
ク
タ
ー
ン
（
シ

ョ
パ
ン
）
　
ほ
か
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

※
入
場
は
無
料
で
す
。
 

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

 
 

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局

「
Ｊ
Ｒ
２
Ｔ
Ｒ
Ｃ
」
開

局
３５
周
年
記
念
展
 

           　
図
書
館
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
局
を
開
局
し
て
今
年
で
３５

周
年
を
迎
え
る
杁
本
直
正
さ
ん

が
、
３５
年
か
か
っ
て
集
め
た
国

内
外
の
交
信
証
、
ア
ワ
ー
ド
、

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た

際
の
表
彰
状
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
 

▼
と
き
　
３
月
７
日
（日）
〜
２１
日

（日）   
（祝）
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７

‐
６
８
０
４
）
 

  　
岩
倉
市
郷
土
研
究
会
 

●
公
開
講
演
会
 

　
「
城
下
町
名
古
屋
の
建

設
と
周
辺
地
域
」
 

  　
岩
倉
市
郷
土
研
究
会
で
は
、

次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

　
今
か
ら
４
０
０
年
前
（
１
６

１
０
）
、
家
康
の
命
に
よ
り
、

清
洲
か
ら
名
古
屋
へ
、
城
も
社

寺
も
、
藩
士
や
町
人
の
屋
敷
も
、

大
移
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
名

古
屋
城
下
町
建
設
に
関
わ
る
お

話
で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
１３
日
（土）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

▼
講
師
　
大
塚
英
二
さ
ん
（
愛

知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
歴

史
文
化
学
科
教
授
）
　
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
（
西
市
町
無
量
寺
２
‐

１
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込

不
要
）
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
郷
土
研
究
会
 

▼
問
合
先
　
大
野
（
☎
３
７
‐

１
４
１
８
）
 

  　
児
童
館
行
事
 

●
映
画
会
 

         　
児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
な
心
を
育
み
、
夢
と
希

望
を
持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
映
画
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
１９
日
（金）
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
（
く

す
の
き
の
家
）
 

▼
題
名
　
「
１１
ぴ
き
の
ね
こ
と

あ
ほ
う
ど
り
」
 

▼
内
容
　
遠
い
海
の
彼
方
の

「
あ
ほ
う
ど
り
の
国
」
を
め
ざ

し
て
、
１
匹
の
あ
ほ
う
ど
り
と

１１
匹
の
ね
こ
を
乗
せ
た
気
球
が

飛
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
思
惑
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す

が
…
。
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
ま
た
は
各

児
童
館
 

た
い 

ゆ
う 

ゆ
う 

ゆ
う 

お
お
つ
か
え
い 

じ 

い
り
も
と
な
お
ま
さ 

こ 

だ
ま 

く
に
と
う 
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  ●
図
書
館
子
ど
も
劇
場
 

  　
図
書
館
で
は
、
春
に
人
形
劇

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
子

ど
も
劇
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
お
友
達
と
一
緒
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２０
日
（土）
午
後
２

時
〜
３
時
 

▼
出
演
　
人
形
劇
団
も
ぐ
ら
 

▼
内
容
　
人
形
劇
「
５
人
の
き

ょ
う
だ
い
」
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室
 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７

‐
６
８
０
４
）
 

  ●
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
 

　
第
２８
回
定
期
演
奏
会
 

              　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、

第
２８
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２１
日
（日）  

（祝）
午
後

１
時
開
場
、
午
後
１
時
３０
分
開

演
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
演
奏
曲
目
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
よ
り
「
篤
姫
」
〜
「
天
地

人
」
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
、

Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
〜
手
紙
、
ス
リ
ラ
ー

ほ
か
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽

団
事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
３
１

５
９
‐
７
５
４
９
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
普
段
着
で
気
軽
に
楽
し
め
る

お
茶
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
３
月
２１
日
（日）  

（祝）
午
前

１０
時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

服
部
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
春
の
Ｎ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模

型
運
転
会
 

  　
図
書
館
で
は
、
岩
倉
鉄
道
模

型
愛
好
会
の
協
力
で
鉄
道
模
型

の
運
転
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２３
日
（火）
〜
３０
日

（火）
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
 

※
図
書
館
休
館
日
は
除
く
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
鉄
道
模
型
愛

好
会
佐
藤
（
☎
３
７
‐
４
４
７

４
）
 

             ●
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
〜
心
に
響
く
は
じ

め
の
一
歩
〜
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

胎
教
の
た
め
や
普
段
は
演
奏
会

に
行
き
た
く
て
も
お
子
さ
ん
が

小
さ
く
て
会
場
に
入
れ
な
い
人

な
ど
に
、
生
の
音
楽
を
聴
い
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
弦
楽
四
重
奏

で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
３１
日
（水）
午
前
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ス
タ
ジ
オ
１
 

▼
出
演
者
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
バ
イ
オ
リ
ン
／
村
木

栄
里
、
吉
岡
秀
和
、
ビ
オ
ラ
／

石
川
公
実
、
チ
ェ
ロ
／
石
橋
隆

弘
 

▼
主
な
曲
　
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ

ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
／
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
、
ヘ
イ
・
ジ
ュ
ー
ド

／
ビ
ー
ト
ル
ズ
　
ほ
か
 

▼
定
員
　
８０
人
（
お
子
さ
ん
も

含
む
）
 

▼
申
込
方
法
　
３
月
８
日
（月）
午

前
８
時
３０
分
か
ら
電
話
で
生
涯

学
習
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）
。
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん

も
入
場
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
妨
げ

と
な
る
と
き
は
、
退
場
を
お
願

い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
９
）
 

え
　
り 

い
し
か
わ 

く
　
み 

ひ
ろ 

い
し
ば
し
た
か 

よ
し
お
か
ひ
で
か
ず 

む
ら 

き 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

【奥野書道教室　小学生条幅作品展】 
　とき　３月２３日（火）～２８日（日） 
（初日は正午から、最終日は午後４時まで）　 
　問合先　奥野（☎６６－６９５１） 

▼
 

▼
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募集  

  ●
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉

研
究
所
第
３２
回
発
表
会
 

         　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉
研

究
所
で
は
、
第
３２
回
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
 

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
３２

人
の
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

バ
レ
エ
団
団
員
に
よ
る
特
別
出

演
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
３
月
２８
日
（日）
午
後
１

時
３０
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
内
容
　
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

／
青
い
鳥
／
松
岡
伶
子
バ
レ
エ

団
賛
助
出
演
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
、
中
日
新
聞
社
 

▼
問
合
先
　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ

団
本
部
研
究
所
（
☎
０
５
２
‐

９
３
３
‐
５
３
６
０
）
 

        ●
放
課
後
子
ど
も
教
室
指

導
員
 

 　
毎
週
土
曜
日
に
小
学
校
を
活

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
活
動
し
、
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
・
学
習
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
、
放
課
後
の

大
人
の
力
を
結
集
し
て
支
援
す

る
活
動
で
す
。
 

　
そ
こ
で
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
指
導
員
と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
が
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
、

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
遊
び
や
学
習
の
分
野

で
指
導
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ

ん
か
。
 

▼
指
導
日
時
　
４
月
か
ら
毎
週

土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
（
夏

休
み
な
ど
長
期
休
業
期
間
は
除

く
）
 

▼
指
導
場
所
　
市
内
各
小
学
校

の
体
育
館
・
図
書
室
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
 

▼
仕
事
内
容
等
　
各
箇
所
の
開

放
・
施
錠
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学

習
活
動
の
指
導
や
子
ど
も
安
全

管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
指
導
員
は
各
箇
所
に
１
人
配

置
さ
れ
ま
す
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
は
２
人
配
置
さ
れ
ま
す
）
。
 

　
な
お
、指
導
員
は
、月
に
１
回

打
ち
合
わ
せ
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
対
象
　
１８
歳
か
ら
７０
歳
ま
で

で
健
康
な
人
 

▼
謝
礼
　
１
回
２
千
４
９
０
円
 

※
打
ち
合
わ
せ
会
は
８
３
０
円
 

▼
定
員
　
３０
人
程
度
 

▼
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
・

生
涯
学
習
課
所
定
の
履
歴
書
に

記
入
の
う
え
、
３
月
１９
日
（金）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
９
）
 

  ●
訪
問
調
査
員
（
保
健
師
・

看
護
師
・
介
護
支
援
専
門

員
）
パ
ー
ト
職
員
 

  　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査

に
携
わ
る
保
健
師
・
看
護
師
・
介

護
支
援
専
門
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
勤
務
日
・
時
間
　
週
３
日
程

度
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
６

時
間
）
　
 

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
を
訪
問
し
、

調
査
を
行
い
ま
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
２
１
０
円
 

▼
募
集
人
員
　
１
人
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
、
保
健
師
免
許
証
、

看
護
師
免
許
証
、
介
護
支
援
専

門
員
登
録
証
明
書
の
写
し
 

▼
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
介
護

保
険
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
１
）
 

  ●
児
童
館
い
わ
く
ら
ジ
ュ

ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ

ブ
平
成
２２
年
度
会
員
 

  　
児
童
館
の
い
わ
く
ら
ジ
ュ
ニ

ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
た
り
、

実
験
な
ど
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
 

　
新
た
な
会
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
活
動
日
　
偶
数
月
の
第
２
土

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
（
く

す
の
き
の
家
）
 

▼
対
象
　
小
学
校
４
〜
６
年
生
 

▼
年
会
費
　
２
千
円
 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名
 

▼
申
込
方
法
　
３
月
１３
日
（土）
ま

で
に
第
一
児
童
館
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）
。
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

ま
つ 

お
か 

れ
い
　
こ 

　岩倉駅東サクラ
ンド岩倉２階、生
涯学習センターの
ロビーに面した絵
画等展示スペース
の利用申し込みを
３月１０日（水）
から開始します。 
 
　申し込みができる利用期間　 
　４月１日から９月３０日の内連続７日間を限度と
します。 
　申込・問合先　生涯学習センター（☎３８－０１
００） 

生涯学習センターギャラリーの 
受付を開始します 
生涯学習センターギャラリーの 
受付を開始します 

▼
 

▼
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名称 活動場所 とき 会費 対象 募集 申込先 

　スポーツ少年団は、スポーツ好きな子どもや、スポーツをやってみたいと思っている子どもを中心とした地域の
コミュニケーションの場です。 
　岩倉市には次のスポーツ少年団が活動しています。入団を希望する人は、随時受け付けていますので各団へ直接
お申し込みください（岩倉子供リズム体操については、３月３日（水）・１０日（水）の練習日に受付）。 
　問合先　岩倉市スポーツ少年団事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） 

スポーツ少年団に参加しませんか 
小・中学生・高校生の皆さん 

▲
 

岩倉空手道 
 
五条川空手 
 
岩倉東新町空手道 
 
岩倉女子バレーボール 
 
岩倉卓球 
 
岩倉武道館（剣道） 
 
岩倉南武館（剣道） 
 

岩倉東武館（剣道） 
 
岩倉桜武館（剣道） 
 
岩倉ソフトボール 
（男子部・女子部） 

 
岩倉北野球 
 
 
 

岩倉南野球 
 
 
 
岩倉東野球 
 
 
五条川軟式野球 

 
 
岩倉北部サッカー 

 
 
岩倉ＦＣフォルテ 
 

岩倉柔道 
 
岩倉南部柔道 
 
岩倉バドミントン 
 
岩倉ミニバスケットボール 
 
 
岩倉子供リズム体操 

総合体育文化センター 
 
五条川小学校体育館 
 
岩倉団地集会所 
東小学校体育館 

市立体育館 
（北小学校内） 

東小学校体育館 
 

総合体育文化センター  

南小学校体育館 
 
東小学校体育館 
 
五条川小学校体育館 
 
中央公園 
五条川小学校グラウンド 
 
北小学校グラウンド 
 
 
南小学校グラウンド 
 
 
曽野小学校グラウンド 
 
東小学校グラウンド 
岩倉団地グラウンド 
 
五条川小学校グラウンド

 
 
 
石仏スポーツ広場 
 
 
曽野小学校グラウンド 
 

総合体育文化センター 
 
南部中学校弘道館 
 
五条川小学校体育館 
 

曽野小学校体育館 
 
 
総合体育文化センター 

水・金曜日 
午後６時４５分～８時３０分 

月・水曜日 
午後７時～９時 

月・木曜日午後７時～９時 
金曜日午後７時～９時 

日曜日 
午前８時３０分～正午 

日曜日 
午前９時～１０時３０分 

火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

火・木曜日 
午後７時～９時 

火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

火・木曜日 
午後７時～９時 

土曜日午後１時～５時 
日曜日午後１時～５時 

土・日曜日 
午前８時～正午 
 

日曜日・祝日 
午前８時３０分～正午 
 
第２・４土曜・日曜日 
正午～午後４時 
 
第２・４土曜日午前１０時～正午 
日曜日午前８時～正午 

土曜日午後１時～５時 
日曜日午前８時３０分～正午 
祝日午前８時３０分～午後４時 

日曜日午前８時～１０時 
第１・３土曜日午前９時～１１時 
（４・５・６年生） 

日曜日午前８時３０分～１１時３０分 
第１・３土曜日午後１時３０分～４時 
（４・５・６年生） 

火・木・土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午前９時３０分～正午 

水曜日午後６時３０分～８時３０分 
土曜日午後１時３０分～６時３０分 

水曜日 
低学年：午後４時～５時３０分 
高学年：午後５時～６時３０分 

会場で受付 
 
　　  〃 
 

会場で受付 
村松６６－４７４５ 

会場で受付 
今井６６－４８４４ 

会場で受付 
櫻井３７－４９２９ 

会場で受付 
 
会場で受付 
立松３７－６９５８ 

会場で受付 
 
　  　〃 
 

会場で受付 
太田３８－１９９９ 

会場で受付 
宮川６６－８５９０ 
 
 
 
会場で受付 
高柳３７－３００４ 
 
 

会場で受付 
伊神６６－６０３６ 

会場で受付 
山田６６－４１１８ 
 
 
会場で受付 
 

会場で受付 
塚本 
０９０‐２３４７‐６６６２ 

会場で受付 
鉄屋３７－３４５２ 

会場で受付 
小林６６－６９２２ 

会場で受付 
中山３８－０２５２ 

会場で受付 
 
 
　　  〃 
 

入会金２，０００円 
月１，０００円 

入会金２，０００円 
月１，５００円 

月３，５００円 
 

年３，０００円 
 

年２，５００円 
 

年１８，０００円 
 

〃　　　　　 
 

月１，５００円 
 

年１８，０００円 
 

年１３，２００円 
 

入会金１，０００円 
５・６年生　年１２，０００円 
４年生以下　年８，０００円 

入会金１，０００円 
６年生　　 年１２，０００円 
５年生　　 年１０，０００円 
４年生　　　年８，０００円 
３年生以下　年６,０００円 
※２人目以降は半額　　 

入会金１，０００円 
年９，０００円 

４年生以上　年１４，０００円 
３年生以下　年１０，０００円 

 
 

年１２，０００円 
 
 

〃　　　　　 
 

入会金１，０００円 
月１，０００円 

〃　　　　　 
 

年３，６００円 
 

月１，５００円 
 

入会金１,０００円 
月１.５００円 

小・中学生 
 

小・中学生 
・高校生 

〃 
 

小学生 
（男子も募集） 

小・中学生 
 

小・中学生 
・高校生 

〃 
 
〃 
 
〃 
 

小学生 
 

小学生 
（男・女） 

 
 
 

小学生 
（南小・曽野小・男女） 

 
 

小学生 
 

小学生 
（男・女） 

 
〃  

 
 
〃 
 

小・中学生 
・高校生 

〃 
 

小学２・３年生 
 

小学生 
 

新小学１年生（女子） 
新小学２年生（女子） 
新小学３年生（女子） 

多数 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 

 
 
 
〃 
 
 
 
〃 
 
 
〃 
 
 
〃 
 

 
〃 

 
〃 
 
〃 
 

若干名 
 

多数 
 

１０人 
２人 
３人 
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講座  
教室  

  ●
『
信
長
ゆ
か
り
の
地
と

花
見
舟
か
ら
桜
を
愛
で

る
旅
』
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
参
加
者
 

  　
尾
張
地
域
観
光
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
企
画
し

た
「
武
将
観
光
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

尾
張
地
域
観
光
ま
ち
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
は
 

　
一
宮
・
犬
山
・
江
南
・
小

牧
・
稲
沢
・
岩
倉
・
豊
明
・
清

須
の
８
市
の
行
政
・
市
民
・
事

業
者
等
で
構
成
さ
れ
、
市
域
を

越
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
４
月
７
日
（水）
　
 

▼
集
合
・
解
散
　
午
前
８
時
２０

分
集
合
、
午
後
５
時
５０
分
解
散

（
予
定
）
 

▼
コ
ー
ス
　
名
古
屋
駅
前
（
集

合
）
〜
黒
田
城
跡
〜
曼
陀
羅
寺

〜
（
昼
食
）
〜
風
流
花
見
舟
か

ら
桜
観
賞
〜
国
宝
犬
山
城
〜
生

駒
屋
敷
・
久
昌
寺
〜
神
明
生
田

神
社
・
五
条
川
の
桜
並
木
等
〜

名
古
屋
駅
前
（
解
散
）
 

▼
ツ
ア
ー
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
車
中
お
よ
び
現
地
で
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
に
よ
る

説
明
付
き
 

・
「
貸
切
花
見
舟
」
に
乗
船
し

て
の
桜
観
賞
 

・
昼
食
は
犬
山
名
物
「
菜
め
し

田
楽
」
を
賞
味
 

・
い
ろ
い
ろ
な
「
ち
ょ
こ
っ
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
付
き
 

▼
参
加
費
　
３
千
９
０
０
円

（
犬
山
城
入
場
料
、
昼
食
お
よ

び
旅
行
特
別
補
償
を
含
む
）
 

▼
定
員
　
３５
人
（
先
着
順
）
 

▼
募
集
期
間
　
３
月
１
日
（月）
〜

１９
日
（金）
　
 

▼
主
催
・
申
込
・
問
合
先
 

㈱
日
本
旅
行
名
古
屋
支
店
（
☎

０
５
２
‐
２
３
２
‐
６
７
１

０
）
営
業
時
間
平
日
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

        ●
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
講
座
 

  　
一
宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
と
お
り
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
各
講
座
と
も
受
付
開

始
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
確
認
の
う
え
直
接
、
一

宮
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
人
数

が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

﹇
パ
ソ
コ
ン
講
座
﹈ 

▼
内
容
・
日
時
等
　
表
１
の
と

お
り
 

▼
料
金
　
各
１
万
５
千
円
（
教

材
費
を
含
む
）
 

﹇
地
域
職
業
セ
ン
タ
ー
文
化
教
室
﹈ 

▼
内
容
・
日
時
・
料
金
等
　
表

２
の
と
お
り
 

﹇
日
商
簿
記
３
級
受
験
準
備
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
４
月
１３
日
〜
６
月
１０

日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
６

時
３０
分
〜
９
時
（
１６
回
）
 

▼
定
員
　
３０
人
 

▼
料
金
　
３
万
円
（
教
材
費
を

含
む
）
 

▼
申
込
日
時
　
３
月
１６
日
（火）
午

後
１
時
３０
分
 

﹇
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
受
験
講
座
﹈ 

▼
と
き
　
①
４
月
１０
日
〜
７
月

３
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
３
時
３０
分
（
７
月
３
日

は
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
）

（
１１
回
）
②
４
月
２２
日
〜
７
月

１５
日
の
火
・
木
曜
日
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
（
２１
回
）
 

▼
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
と
文
字
入
力
が
で
き
る
人
 

▼
定
員
　
各
１０
人
 

▼
料
金
　
各
５
万
３
千
円
（
教

材
費
、
受
験
料
を
含
む
）
 

▼
申
込
日
時
　
①
は
３
月
１２
日

（金）
②
は
３
月
１８
日
（木）
の
午
後
１

時
３０
分
 

▼
使
用
ソ
フ
ト
　
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ

Ｄ
（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
版
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
一
宮
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
８
６

‐
７
１
‐
０
５
２
０
）
 

ま
ん 

だ
　
ら
　
じ 

め 

ふ
う
り
ゅ
う
は
な
み
ぶ
ね 

い 

き
ゅ
う
し
ょ
う
じ 

こ
ま 

※日時の（A）は午前９時１０分～１１時５０分、（P）は 午後１時２０分～４時、（N）は午後６時２０分～９時。 

①簡単マスター基礎からのパソコン 

 

 

②基礎から学ぶWord&Excelマスター 

 

 

③Ｐｏｗｅｒ　Ｐｏｉｎｔ 

 

 

④パソコン入門 

 

 

⑤エクセル入門 

２０人 

 

 

２０人 

 

 

１０人 

 

 

２０人 

 

 

１０人 

日　時 内　容 定員 申込日時 

４月５日～５月１３日の 

月・木曜日（１０回）Ｐ 

 

４月６日～６月１５日の 

火曜日（１０回）Ｎ 

 

４月１４日～６月２３日の 

水曜日（１０回）Ｎ 

 

４月８日～２３日の 

月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

 

４月８日～２３日の 

月・火・木・金曜日（１０回）Ａ 

３月８日（月） 

午後１時３０分 

 

３月９日（火） 

午後１時３０分 

 

３月１７日（水） 

午後１時３０分 

 

３月１２日（金） 

午前９時３０分 

 

３月１５日（月） 

午前９時３０分 

表1
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        ●
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
 

  　
妊
娠
中
は
口
の
中
の
環
境
が

変
化
し
や
す
く
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
出
産
前
ま
で
に
お
口

の
状
態
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
 

※
予
約
が
必
要
で
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２６
日
（金）
 

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
１０
分

〜
２
時
５５
分
（
予
約
さ
れ
た
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）
 

▼
対
象
　
妊
婦
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
歯
牙
・
歯
周
診
査
、

Ｒ
Ｄ
テ
ス
ト
（
む
し
歯
菌
の
検

査
）
、
歯
こ
う
染
め
出
し
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
　
ほ
か
 

▼
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
春
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
リ
ト
ル
シ
ェ
フ
の
手
作

り
肉
ま
ん
作
り
〜
 

  　
春
休
み
の
健
康
作
り
と
思
い

出
作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
朝
の
歯
み
が
き
チ
ェ
ッ
ク

も
同
時
に
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
２６
日
（金）
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
〜
中

学
生
と
そ
の
親
（
子
ど
も
だ
け

の
参
加
可
）
 

▼
内
容
　
お
話
「
何
を
ど
れ
だ

け
食
べ
た
ら
い
い
の
？
」
、
調

理
実
習
（
試
食
程
度
）
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
 

▼
定
員
　
１６
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ

シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
 

▼
申
込
方
法
　
３
月
３
日
（水）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

健康  

※アートフラワー・手編み・パッチワーク・洋裁・淡彩画は教材費も必要です。 

アートフラワー 

いけばな（月曜コース） 

いけばな（木曜コース） 

太極拳（月曜コース） 

太極拳（火曜コース） 

太極拳（水曜コース） 

手編み（午前コース） 

手編み（午後コース） 

パッチワーク 

洋　　　　裁 

淡　彩　画 

気　　　　功 

３０人 

３５人 

３５人 

４０人 

４０人 

４０人 

３０人 

３０人 

３０人 

３０人 

３０人 

４０人 

日　時 内　容 料金 定員 申込日時 

４月６日～３月２９日の毎週火曜日 
午前１０時～正午 
 
４月５日～３月２８日の毎週月曜日 
午後１時３０分～３時 
 
４月１日～３月２４日の毎週木曜日 
午後１時３０分～３時 
 
４月５日～９月２７日の毎週月曜日 
午前１０時～１１時３０分 
 
４月６日～９月２８日の毎週火曜日 
午後６時３０分～８時 
 
４月７日～９月２９日の毎週水曜日 
午前１０時～１１時３０分 
 
４月２日～３月２５日の毎週金曜日 
午前１０時～正午 
 
４月２日～３月２５日の毎週金曜日 
午後１時３０分～３時３０分 
 
４月８日～３月２４日の第２・第４木曜日 
午前１０時～正午 
 
４月７日～３月２３日の毎週水曜日 
午前９時５０分～１１時４５分 
 
４月１日～３月２４日の毎週木曜日 
午前１０時～正午 
 
４月３日～９月１８日の第１・２・３土曜日 
午前１０時～正午 

３月２日（火） 
午前９時３０分 
 
３月１日（月） 
午後１時３０分 
 
３月４日（木） 
午後１時３０分 
 
３月１日（月） 
午前９時３０分 
 
３月２日（火） 
午後６時 
 
３月３日（水） 
午前９時３０分 
 
３月５日（金） 
午前９時３０分 
 
３月５日（金） 
午後１時３０分 
 
３月１１日（木） 
午前９時３０分 
 
３月１０日（水） 
午前９時３０分 
 
３月４日（木） 
午前９時３０分 
 
３月６日（土） 
午前９時３０分 

１か月 
 
 
 
 １か月 

 
 
 
 
 
 

３か月 
 
 
 
 
 
 
 ３か月 

 
 
 

３か月 
 
 

３か月 
 
 

３か月 
 
 

３か月 

２,５００円 
 
  自由花　 

６,０００円 
生　花　 
６,５００円 

 

 
 
 

６,５００円 
 
 
 
 
 
 
 ６,０００円 
 
 
 

３,６００円 
 
 

６,０００円 
 
 

６,５００円 
 
 

５,４００円 

表2
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  ●
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に

生
ま
れ
た
人
の
ポ
リ
オ

追
加
接
種
 

  　
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に
生
ま

れ
た
人
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を

保
有
し
て
い
る
人
の
割
合
が
、

ほ
か
の
年
齢
層
に
比
べ
て
低
い

こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査

で
わ
か
り
ま
し
た
。
 

　
昭
和
５０
年
か
ら
５２
年
に
生
ま

れ
た
人
は
、
次
の
場
合
に
備
え

て
も
う
一
度
、
ポ
リ
オ
の
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
 

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
の
常
在
国

（
イ
ン
ド
、
ザ
イ
ー
ル
、
パ
キ

ス
タ
ン
な
ど
）
に
渡
航
さ
れ
る

と
き
、
ポ
リ
オ
に
感
染
し
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

②
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
ら
れ
た
場
合
に
、

お
子
さ
ん
の
便
か
ら
体
外
に
排

せ
つ
さ
れ
た
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス

が
、
保
護
者
の
手
指
に
付
着
し

て
、
口
か
ら
体
内
に
入
り
感
染

し
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
 

▼
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
る
医
療
機
関
 

・
江
南
厚
生
病
院
（
小
児
科
）
 

（
江
南
市
高
屋
町
大
松
原
１
３

７
☎
５
１
‐
３
３
３
３
）
 

・
村
上
内
科
（
犬
山
市
丸
山
天

白
町
☎
０
５
６
８
‐
６
２
‐
２

２
０
１
）
 

　
い
ず
れ
の
病
院
も
、
予
約
が

必
要
で
、
有
料
と
な
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
健
康
課
健
康
グ
ル

ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３

７
‐
３
５
１
１
）
ま
た
は
江
南

保
健
所
（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
） 

  ●
春
休
み
歯
み
が
き
＆
お

や
つ
作
り
教
室
 

  　
小
学
校
の
低
学
年
は
乳
歯
か

ら
永
久
歯
へ
生
え
変
わ
っ
て
い

く
な
か
で
大
切
な
時
期
で
す
。

　
永
久
歯
を
む
し
歯
に
し
な
い

た
め
に
、
親
子
で
む
し
歯
の
予

防
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
３
月
２９
日
（月）
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
む
し
歯
予
防
の
話
、

む
し
歯
菌
の
観
察
、
ジ
ュ
ー
ス

の
甘
さ
調
べ
、
歯
に
よ
い
お
や

つ
作
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

歯
こ
う
染
め
出
し
　
ほ
か
 

▼
対
象
　
小
学
校
１
〜
３
年
生

と
そ
の
親
 

▼
定
員
　
２０
組
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
３
月
３
日
（水）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        　
尾
張
市
町
交
通
災
害
共
済
 

●
平
成
２２
年
度
の
加
入
手

続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
交
通
災
害
の
程
度

に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い

す
る
制
度
で
す
。
 

平
成
２２
年
度
会
員
か
ら
加
入
申

込
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
。
 

※
平
成
２２
年
３
月
３１
日
以
前
に

転
出
予
定
の
あ
る
人
は
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

（総務省消防庁のモデル事業として平成２２年３月
３１日までのご利用となります） 
　救急車を呼んだ方がいいか、病院に行ったほうが
いいか迷ったときにご利用ください。看護師が対応
します。 
　また、必要に応じて医師の助言も受けられます。 
☎＃７１１９（２４時間体制） 
（☎０５２－２６２－３７９９） 

愛知県救急安心センター 

　保健センターの冷暖房設備の改修工事を３月２６
日（金）までの予定で行っています。 
　工事期間中は、駐車場が少ないため、車でのお越
しは、なるべくご遠慮ください。 

保健センターでは冷暖房設備改修工事を 
行っています 

相 談 
その他 

★不用品データバンク★ 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生活のため
に不用品データバンクをご活用ください。なお、物品のやりとりは、当事
者間で話し合っていただきます。 
登録物品（２月１０日現在） 
　譲ります（有償）　ベビーバスチェア、スリング、ドラムセット 
　あげます（無償）　マタニティウェア、学習机、家庭用そば切り器、
ベビーカー、琴 
　求めます　子ども用掛け布団・敷布団・毛布、美顔器、加湿器、
電動自動掃除機、電気自転車、ジョーバ（フィットネス器具）、自転車
（４歳男の子用）、ショルダーバッグ、子ども服（１２０ｃｍ・１３０
ｃｍ）、婦人服（１５０ｃｍ）、ファクス機、デジタルカメラ、フルート・
ハープ、釣道具一式、応接セット、サーフィングッズ（子ども用）、
ヘルスメーター、スキー用品、座椅子、岩倉幼稚園女児制服（１１０
ｃｍ）、岩倉幼稚園セイシン体操教室男児体操服、おもちゃのピアノ、
三輪車、レゴ（ブロック）、ダイニングテーブル（４人用）、下駄箱、
二段ベッド、ビデオデッキ 
　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認できます。 
　問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８１２） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

①ガリレオの苦悩　　　（東野圭吾） 
 
②聖女の救済　　　　　（東野圭吾） 
 
③ハリー・ポッターと死の秘宝　下 
　　　　　　（Ｊ・Ｋ・ローリング） 

人気貸出図書順位 
（１１～１２月） 

▼
会
費
　
１
人
年
額
５
０
０
円

（
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
）
 

▼
共
済
期
間
　
平
成
２２
年
４
月

１
日
（
途
中
加
入
の
場
合
は
、

加
入
日
の
翌
日
）
〜
平
成
２３
年

３
月
３１
日
 

▼
加
入
申
込
方
法
　
平
成
２１
年

度
に
加
入
さ
れ
た
世
帯
に
は
、

１
月
下
旬
に
加
入
申
込
書
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
指
定
の
取

り
扱
い
場
所
で
会
費
を
添
え
て

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
申
込
書
が
な
く
新
規

で
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役

所
市
民
窓
口
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

い
た
区
で
の
取
り
ま
と
め
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

★
取
扱
場
所
 

・
市
役
所
市
民
窓
口
課
 

・
い
ち
い
信
用
金
庫
愛
北
営
業

部
・
岩
倉
支
店
 

・
愛
知
北
農
業
協
同
組
合
岩
倉

支
店
・
岩
倉
西
支
店
 

・
中
京
銀
行
岩
倉
支
店
 

・
岐
阜
銀
行
岩
倉
支
店
 

・
名
古
屋
銀
行
岩
倉
支
店
 

・
十
六
銀
行
岩
倉
支
店
 

・
愛
知
銀
行
岩
倉
支
店
 

（
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
で
の

取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
）
 

▼
会
費
の
公
費
助
成
　
岩
倉
市

で
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
人
の
交
通
災
害
共
済
会
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
会
費
の
全

額
を
岩
倉
市
が
支
払
っ
て
加
入

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人

は
ご
自
分
で
加
入
手
続
き
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
２２

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

さ
れ
て
い
る
人
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
。
 

★
７５
歳
以
上
（
昭
和
１０
年
４
月

２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
 

★
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
窓
口
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
７
）
 

  ●
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ

い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
を
 

  　
自
殺
し
た
人
の
約
９
割
は
、

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気

を
抱
え
て
い
ま
す
。
 

　
う
つ
に
早
期
に
気
づ
き
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
は
、
自
殺
予

防
の
第
一
歩
で
す
。
 

　
家
族
や
周
り
の
人
が
発
す
る

心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
専
門
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
相
談
機
関
 

・
あ
い
ち
こ
こ
ろ
ほ
っ
と
ラ
イ

ン
（
☎
０
５
２
‐
９
５
１
‐
２

８
８
１
受
付
時
間
…
３
６
５
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
）
 

・
名
古
屋
い
の
ち
の
電
話
（
☎

０
５
２
‐
９
７
１
‐
４
３
４
３

受
付
時
間
…
３
６
５
日
、
２４
時

間
）
 

・
江
南
保
健
所
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
受
付
時
間
…
平
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
零
時
４５
分

〜
４
時
３０
分
）
 

▼
問
合
先
　
介
護
福
祉
課
福
祉

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０

９
）
 

  　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
昨
年
の
交
通
事
故
状
況
 

  　
愛
知
県
で
平
成
２１
年
中
に
交

通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
、前

年
よ
り
４９
人
減
少
し
、
２
２
７

人
で
し
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、

５
年
続
け
て
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

位
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
人
身
事
故
は
、
前
年
よ
り
１

千
７
４
３
件
少
な
い
５
万
９
７

６
件
で
、
負
傷
者
数
は
、
前
年

よ
り
２
千
１８
人
少
な
い
６
万
２

千
９
１
５
人
で
し
た
。
 

　
人
身
事
故
の
特
徴
と
し
て
、

自
動
車
相
互
お
よ
び
自
転
車
の

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事

故
は
昼
間
に
増
加
し
て
お
り
、

出
合
い
頭
・
追
突
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
 

　
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の
７

割
弱
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
お
ら
ず
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
例
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
特
に
後
部
座
席
で
は

非
着
用
で
死
者
１３
人
に
対
し
、

着
用
で
は
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死

亡
事
故
は
２３
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
 

　
な
お
、
市
内
で
は
昨
年
１
年

間
に
交
通
死
亡
事
故
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
人
身
事
故
件
数

は
３０
件
減
の
２
３
８
件
、
負
傷

者
数
は
３８
人
減
の
２
８
８
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
徐
々
に
暖
か
く
な

り
外
出
の
機
会
も
増
え
て
き
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲

し
い
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。
 

平
成
２２
年
全
国
交
通
安
全
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
そ
の
電
話
　
運
転
席
で
は

圏
外
で
す
」
 

「
安
心
を
　
光
で
届
け
る
　
反

射
材
」
 

「
さ
あ
か
く
に
ん
　
ラ
イ
ト

ブ
レ
ー
キ
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

一
般
新
着
図
書
 

★
お
っ
ぱ
い
先
生
か
ら
１
０
０

万
人
の
お
母
さ
ん
へ
 

　
　
　
　
　
　
武
田
一
子
　
著
 

★
台
北
に
舞
う
雪
 

　
　
　
　
　
　
田
代
親
世
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
怪
談
図
書
館
１４
 

怪
談
図
書
館
編
集
委
員
会
　
編
 

★
ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー
 

　
　
　
　
宮
西
達
也
　
作
・
絵
 

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図
書
の
予

約
が
で
き
ま
す
）
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていま
すので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただ
きます。 
■一般・消費生活相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■知的障害者相談 
３月２日（火）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
３月５日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
３月９日（火）・２４日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
３月１０日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
３月１１日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
３月１２日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
３月１２日（金）午後１時～４時 
■消費生活専門相談 
３月１５日（月）午前９時～正午 
■女性相談 
３月１６日（火）午前１０時～午後３時３０分 
■総合福祉相談 
３月１９日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談　　★戦没者遺族相談 
■年金相談 
３月２３日（火）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でく
よくよしていても何の解決にもなりません。経験豊かなボラ
ンティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけくだ
さい。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を
除く） 

お気軽にご相談ください 
 

  ●
無
料
法
律
相
談
会
 

  　
愛
知
県
弁
護
士
会
一
宮
支

部
の
弁
護
士
が
各
地
で
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
開
催
地
域
の
住
民
以
外
の
人

で
も
相
談
で
き
ま
す
。
 

▼
会
場
お
よ
び
開
催
日
 

・
岩
倉
市
役
所
…
３
月
８
日
（月）
 

・
大
口
町
役
場
…
３
月
９
日
（火）
 

・
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

…
３
月
１０
日
（水）
 

・
犬
山
市
役
所
…
３
月
１２
日
（金）
 

▼
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
３０
分
（
１
人
各
２０

分
）
 

▼
申
込
方
法
　
開
催
日
前
日
ま

で
に
愛
知
弁
護
士
会
一
宮
支
部

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時
３０
分
、先
着
順
）。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
弁

護
士
会
一
宮
支
部
（
☎
０
５
８

６
‐
７
２
‐
８
１
９
９
）
 

  ●
多
重
債
務
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
３
月
１８
日
・

４
月
１５
日
・
５
月
２０
日
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談

室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
 

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
返
済
問

題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活

の
見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整

理
後
の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ

金
な
ど
 

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
予
約
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

 

道路台帳修正業務 

道路新設工事 

石仏町外地内 

西市町外１地内 

中央コンサルタンツ㈱

関戸工業㈱

１,７８５,０００ 

４,２００,０００ 

１／２６～３／２６ 

２／２～３／３０ 

入札結果 （１月２１日～２８日） 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 
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Departamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de Informações
ご　じょうほう 

ポルトガル語情報コーナー 

RESPEITE AS NORMAS DE 
ELIMINAÇÃO DE LIXO
 
守ってくださいごみだしルール
O lixo deve ser colocado para coleta no saco designado 
pela Prefeitura no local de coleta até as 8:30 da manhã no 
dia de recolhimento.
Caso as normas não sejam cumpridas, os moradores que 
residem as proximidades do local de coleta são 
prejudicados.
●Lixo Queimável  restos de alimentos e comida, papéis 
sujos e usados que não podem ser reaproveitados, pedaços 
de madeira, etc. A coleta é feita 2 vezes por semana e 
devem ser eliminados às segundas e quintas-feiras na 
região Norte e às terças e sextas-feiras na região Sul (saco 
de cor branca escrito com letras verde). É proibido jogar 
em caixas de papelão ou sacolas de papel.
●Lixo não Queimável artigos de borracha, artigos de 
couro, artigos de plásticos como brinquedos que não são 
considerados Artigos e Embalagens Plásticas Recicláveis. 
A coleta é feita 1 vez por semana as quarta-feiras e deve 
ser jogado somente no saco determinado pela Prefeitura 
(saco de cor transparente escrito com letras vermelha). 
Não serão recolhidos os lixo jogados em sacos de 
mercados.
●Artigos e Embalagens Plásticas Recicláveis
sacolas plásticas, tampas, copos, frascos, redes e bandejas 
de alimentos, isopores, recipientes e embalagens plásticas 
que contenham a marca    . Escova de dentes, balde, 
「garrafa Pet」「produtos plásticos não reciclávéis」 não 
podem ser jogados como Artigos e Embalagens Plásticas 
Recicláveis, portanto atente-se. A coleta é feita 1 vez por 
semana, na região Sul as quintas-feiras e na região Norte 
as sextas-feiras e deve ser jogado somente no saco 
determinado pela Prefeitura (saco de cor azulada escrita 
com letras preta ).
・Os lixos de grande porte são recolhidos mediante 
pagamento de taxa
Armário, mesa, bicicleta, móveis ou objetos que um dos 
lados (altura ou largura ou comprimento) ultrapasse mais 
que 60cm são considerados lixos de grande porte. 
Algumas peças podem ser considerados com um jogo 
sendo cobrado o valor de 1 peça (￥1.000). Maiores 
informações e reservas para coleta, ligar para 66-8153.
●Faça sua cooperação na coleta seletiva
Artigos recicláveis como jornais velhos, papéis velhos, 
roupas usadas, latas em geral, garrafas Pet, garrafas de 

vidro, objetos não queimávéis que não são considerados 
Lixo de Grande Porte ( lixos perigosos e lixos de pequeno 
porte), lixo nocivos devem ser eliminados no dia de 
Recolhimento do Lixo Classificado .A coleta é feita 1 vez 
por mês conforme o calendário de acordo com a região.
●Latas de spray e isqueiros devem ser jogados no dia 
de Recolhimento do lixo classificado.
Latas de spray em geral, latas contendo gás, isqueiros 
usados, além de inflamáveis, tem causado explosões nos 
caminhões de coleta. Recomendamos que após o uso do 
sprays fure a lata em local arejado, longe do fogo antes de 
serem eliminados na caixa de recolhimento do lixo 
classificado de alumínio ou de aço . Os isqueiros também 
devem ser esvaziados completamente e colocados na caixa 
de coleta de lixo nocivo. A coleta é feita 1 vez por mês 
conforme o calendário de acordo com a região.

Dia da coleta do lixo reciclável
 
分別収集
02/03(ter)・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・
Ishibotoke Cho
05/03(sex)・Sono Cho・Inari Cho・Taisanji Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・
Daiichiba Cho
09/03(ter)・Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo Cho・
Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori 
Cho
12/03(sex)・Higashishin Machi(Iwakuradanchi)

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada    
 
古紙と古着の日
02/03(ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho
05/03(sex)・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・
Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho
09/03(ter)・Izumi Cho・Saichi Cho・Hon Machi・
Miyamae Cho・Sakaemachi 1 Chome
13/03(sab)・Higashishin Machi(Iwakuradanchi)

●Informações (☎38-5807)
Disponível intérprete em português

ま も  

  こ　 し　　　ふ る  ぎ 　 　 　 ひ  

ぶ ん べ つしゅうしゅう  
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●岩倉防災ボランティアの会 

○あなたは生き残ることができますか（自助） 
　まずは被害に遭わないために 
　そして命を守るための方法を考えよう 

○地域の命は守れますか（共助） 
　自分たちのまちは自分たちで守る 
　地域のコミュニケーションは図れていますか 

　防災講習会や研修会に積極的に参加し、知識向上に努め、地区のまとめ役になろう。 
　そして、地域の力を結集し、常にコミュニケーションを図り、災害を最小限にとどめるための方法論を話し合って
おこう。 

　生ごみを入れて堆肥にするコンポスト、段ボールを利用して手作りすれば手軽に堆肥作りができます、ぜ
ひお試しください。 

●作り方 
①段ボール箱をガムテープで内側から密閉します。 
②箱の底にダンボールを敷き二重にする。 
③ピートモスとくんたんを３対２の割合でダンボールに入れて
よく混ぜる。 
④１５℃前後の場所で、箱の足に使うガムテープの芯５個の上
に段ボールを置く。 
⑤生ごみ（水気の多いものはしっかりと水をきってください）
を１日５００グラム程度入れる。 
⑥生ごみを入れても、入れなくても毎日、全体をよくかき混ぜ
る。 
⑦使わないときはふたをしてバスタオル等をかぶせる。 
⑧段ボールから出して同量の土と混ぜて１か月寝かすと堆肥の
できあがりです。 

●材料　 
・厚手の段ボール箱 
 （縦３０㎝×横４５㎝×高さ３０㎝程度） 
・ピートモス 
・くんたん 
・底の強度を上げるための段ボール 
・ガムテープ 
・ガムテープの芯５個 
・新聞紙 
・シャベル 
・はかり 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  秘書課広報広聴グループ（☎38-5802）まで。 

市 外をぐるっと 
第４回公共施設見学「ぐるっと岩倉＋α」 

貴 重な文化財を災害から守る 
「文化財防火デー」防火訓練 

　２月１日に第４回公共施設見学「ぐるっと岩倉＋α」が

行われ、小牧市にある小牧岩倉衛生組合と犬山市にある尾

張北部聖苑の市外の施設を見学して回りました。 

　この日はあいにくの雨で最終処分場では、バス車内から

の説明でしたが、参加した皆さんは「普段見ることのない

施設を見られてよかった」と満足していました。 

　１月２４日、中本町の神明大一社で文化財防火デーに伴

う防火訓練が行われました。 

　毎年１月２６日は文化財防火デーとして、この日を中心

に全国的に、文化財愛護思想の高揚を図り、貴重な文化財

を火災・震災・その他の災害から守るため、防火運動が展

開されています。 

　当日、午前１０時から訓練が始まり、爆竹・発煙筒が点

火され地元区民（自主防災会）による通報訓練、重要物搬

出訓練や、消防団、消防隊による放水訓練などが実施され

ました。 

長と一緒に 
ふれあい給食会 

市 
　全国学校給食週間にあわせて１月２５日、岩

倉南小学校でふれあい給食会が開かれました。 

　学校を訪れた片岡市長、井上教育長らは、そ

れぞれ児童と一緒に岩倉の味、名古屋コーチン

を使った五目ご飯などの給食を食べました。 

　片岡市長も久しぶりに訪れた母校で昔を懐かし

みながら子どもたちと一緒に給食を楽しみました。 

　食事の後の質問時間では、「市長の仕事は忙し

いですか？」など多くの質問をされ、その一つ一

つに快く答えていました。 

プラスアルファ 



この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

岩倉市の人口／48,860人（－32人） 

            男性／24,281人（－13人） 

            女性／24,579人（－19人） 

         世帯数／20,627世帯（－9世帯） 

        （２月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

　http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Ｅメールアドレス（代表） 

　koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp 

●編集／総務部秘書課広報広聴グループ 

●発行／岩倉市役所 

　〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 

　☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
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★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
午後７時まで延長しています。 

3 水 
★健康チェックの日 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

8 月 ★ＢＣＧ 

12 金 分別収集／東新町（岩倉団地） 

6 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

10 水 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

1 月 ★乳幼児健康相談 

4 木 ★母子健康手帳の交付 

11 木 ★母子健康手帳の交付 

7 日 　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 

15 月 ★２歳６か月児親子歯科健康診査 

14 日 
　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
※市役所市民スペースはお休みです 

古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 13 土 

5 金 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

2 火 
★離乳食教室　 
★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

9 火 
★３歳児健康審査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

　下り松公園は、その名のとおり八剱町下り松にあり、バ

スケットゴールや木製のアスレチックなどがあります。 

　また、この公園は、地域の皆さんに、水に親しんでいた

だこうと水車が設置されています。 

　水車は現在は回っていませんが、５月から９月までの間、

実際に回っている様子を見ることができます。 

⑥下り松公園 

いわくら 
公園ガイド 
いわくら 
公園ガイド 

救急医療情報センター 
　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所（日曜日・祝日） 
　☎0587-66-4708 
　受付　  9：00～11：30 
　　　　13：00～16：30 
　小児救急外来 
　江南厚生病院内（こども救急診察室） 
　☎0587-51-3333 
　○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日 
　　受付　   8：30～16：30 
　○第1・3土曜日 　　　　　　　 
　　受付　12：20～16：30 
　愛知県小児救急電話相談 
　☎＃8000 
　☎052-263-9909 
　○土・日曜日・祝日・年末年始 
　　受付　19：00～23：00 
消防テレホンサービス  
　☎0587-38-3119

電話番号案内 
●戸籍・住民票・印鑑登録・国民健康保険・後期高齢者
医療（長寿医療）　等 
　市民窓口課（☎0587-38-5807） 
●ごみの収集・処理、犬・猫などペットの死体処理、公害、
環境保全　等 
　環境保全課（☎0587-38-5808） 
●保育園、児童福祉、児童手当　等 
　児童家庭課（☎0587-38-5810） 




